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序 文 

 

 日本政府は、マダガスカル国政府の要請に基づき、同国の予防接種強化計画にかかる基本設計調査を行う

ことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

当機構は、平成 19年 10 月 20 日から 11月 16日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 

調査団はマダガスカル国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施しまし

た。帰国後の国内作業の後、平成20 年 2 月 23 日から 2月 29 日まで実施された基本設計概要書案の現地説明

を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願うもの

です。 

 終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 20年 5月 

 

独立行政法人国際協力機構 

理 事    黒木 雅文 



 

伝 達 状 

 

 今般、マダガスカル共和国における予防接種強化計画基本設計調査が終了いたしましたので、ここに最終

報告書を提出いたします。 

 本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成 19年 10 月より平成 20年 4 月までの 6 ヶ月にわたり実施

いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、マダガスカル国の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当

性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 

 つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

平成 20年 5月 

 

アイテック株式会社 

マダガスカル国 

予防接種強化計画 基本設計調査団 

業務主任  赤木 重仁 
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要 約 
 

マダガスカル共和国（以下、「マ」国）は、アフリカの東南、インド洋上の島国である。長さは約

1,570km、最大幅約 580km、国土面積は日本の約 1.6 倍の約 58万平方kmであり、17.5百万の人口を有

し、首都のアンタナナリボは人口約484 万人を有する。 

 

「マ」国全土は熱帯に属し、地域別に 6 つの気候帯に分けられる。首都アンタナナリボなどの中央

部は、高地のため年間を通して過ごし易く、雨季でも１日中雨が降ることは少ない地域である。東部

は高温多湿のため１年中雨が降り易く、特に 2 月や 3月は台風の影響もある。西部は熱帯気候なので

高温で乾燥しており、北西部は東部と類似している気候だが、雨量は比較的少ない。北部は高温で乾

燥しており、南部は乾燥地帯に属する。 

島の東部は、年間の降水量が 2,000mm から多いところでは 3,500mm にのぼる。一方、島の西側は乾

季と雨季の差が大きく、東側に比べて降水量は少ない。特に西側では南に進むほど降水量は少なくな

る傾向があり、島北西部では降水量が約 1,500mm であるが、島南西部では年間 500mm 程度の場所もあ

る。 

 

｢マ｣国は、コーヒー、バニラ、砂糖、ココア、米等を中心とした農業が主産業で、国民全体の約80%

が農業に従事している。GDPに占める各セクターの内訳は、第一次産業は27.5％、第二次産業は15.3％、

第三次産業は 57.2％となっている（2006 年、Economic Intelligence Unit 社調べ）。90 年代半ばよ

り国営企業民営化、投資法改正、貿易自由化等の自由化政策により、97年以降一定の経済成長を遂げ

た。また米国のアフリカ成長機会法（AGOA）によって繊維産業の輸出が急速に拡大した。しかし、2002

年前半の政治危機が悪影響を及ぼし、経済成長率がマイナス 12.7%を記録した。現在国内外からの投

資奨励、農民・小規模企業家に対する金融システム確立等を発表し、経済再建に務めている。近年は

石油価格高騰の影響を受けるも、観光サービス業が好況な他、鉱業分野での投資も活発化している。

一人当たりの GDPは 271 ドル（世界の国一覧表2007 年版）であり、国連が定めた後発開発途上国の一

つに数えられる。 

 

｢マ｣国の保健医療分野においては、独立以降、感染症の管理、地域レベルの保健医療サービス供給

等に係る体制整備が不十分であることに起因して、各種の保健医療指標が全般的に劣悪なレベルで推

移している。 

かかる状況下、｢マ｣国政府は｢マダガスカル国家活動計画（2007-2012）：MAP｣、｢国家保健政策（2005

年 6月 20 日版）：PNS｣、｢保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS｣、等を策定し、保健医療分野に

おける開発計画を推進している。 

MAP における 8重点課題のうちの一つ｢保健・家族計画・HIV/エイズ対策｣では、｢乳幼児死亡率削減｣

において、乳幼児死亡率を半減することを目標に掲げ、そのための重要な活動として｢予防接種強化計

画｣の促進を位置づけている。PDSSにおいては優先領域 4分野を設定し、その中の｢疾病対策（感染症・

非感染症）｣で予防医療活動の強化を掲げており、2011 年までに感染症対策の一環としてコールドチ

ェーンの普及率を 95%に上げ、ワクチン管理を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80%

以上に増加させることを目標としている。この中で、本プロジェクトは、老朽化および不足するコー

ルドチェーン機材の整備を推進し、予防接種率を向上させることを目標とする。 
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このような背景の下、「マ」国政府は、全国のワクチン接種を行っている施設に対するコールドチェ

ーン機材の調達にかかる無償資金協力の実施をわが国に要請した。 

 

上記要請を受け日本政府は基本設計調査の実施を決定し、2007 年 10 月 19日から 11月 17日まで基

本設計調査団を派遣した。帰国後、「マ」国との協議及び国内解析の結果に基づき基本設計概要書を作

成し、基本設計概要説明および協議のため、2008 年 2 月 22 日から 3 月 1 日まで基本設計概要説明調

査団を派遣した。 

 

本プロジェクトにおいては、全国 22県、111 郡において、ワクチン保存あるいはワクチン接種活動

を実施し、以下の基準に合致している施設を対象とする。 

 

u 機材配置がなされていない新設のサイト 

u ワクチン接種量の増加に伴い台数が不足しているサイト 

u 既存機材が調達後 8年を超えているサイト（機材到着時に 10年目を迎える機材） 

 

既存のコールドチェーン機材内容、電力事情、維持管理事情、UNICEF によるワクチン供給状況を踏

まえ、ワクチンの保存に求められる機材とし、上述の対象施設に対し、新規、追加、更新機材を配備

する。 

 

本プロジェクトは、｢マ｣国の｢予防接種強化計画｣を強化し、予防接種率の向上に寄与することを目

的としている。これにより、乳幼児の死亡率の削減が期待されている。この中で、協力対象事業は、

全 22 県の県保健家族計画局、全 87の郡保健家族計画局、42 の郡病院、414 の基礎保健センター、１

ヶ所の県レファラル病院、1 ヶ所の小児病院及び｢マ｣国保健家族計画省の予防接種課に対するコール

ドチェーン機材を調達するものである。 

 

計画機材は以下のとおりである。 

 

計画機材概要 

機材名 台数 使 用 目 的 

電気式冷凍冷蔵庫、切
替式 

200 
予防接種用ワクチン、アイスパックの冷蔵または冷凍に用いる。電気で稼動
する。 

電気式冷凍冷蔵庫 22 
予防接種用ワクチン、アイスパックの冷蔵および冷凍に用いる。電気で稼動
する。 

電気/灯油式冷蔵庫-ア

イスパック冷凍庫 
406 

予防接種用ワクチンの冷蔵・冷凍およびアイスパックの冷凍に用いる。電気

の供給が不安定な地域で、灯油もしくは電気で稼動する。 

ソーラー式冷蔵庫-アイ

スパック冷凍庫 
29 

予防接種用ワクチンの冷蔵・冷凍およびアイスパックの冷凍に用いる。電気

の供給がない地域で、太陽光を利用し稼動する。 

 

本計画を日本の無償資金協力で実施する場合の全体工程は、実施設計約 4ヶ月、機材調達約 5.5 ヶ

月、合計約 9.5 ヶ月必要となる。 

また、総事業費は 2.39 億円(日本側2.30 億円、｢マ｣国側 9百万円)と見込まれる。 
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本プロジェクトが実施され、｢マ｣国全 22県のコールドチェーン体制の整備が行われると、｢マ｣国全

体のコールドチェーン機材の整備率が 78%（1,753 ヶ所、2007 年）から 92%（2,059 ヶ所）に上昇し、

予防接種(BSG、麻疹、ポリオ、B 型肝炎、Hib)の実施率がそれぞれ上昇することが期待される。この

結果、地域住民に対する予防接種実施体制が改善され、感染症の罹患率が減少することが期待される。 

 

本プロジェクトは、以下の理由から、わが国の無償資金による協力対象事業として妥当であると判

断する。 

 

（1） 本プロジェクトは、｢マ｣国全 22県のコールドチェーン体制の整備を行うことから、｢マ｣国全土の

１歳未満児約100万人、リプロダクティブ期の女性約130万人の合計約230万人が直接裨益する。 

 

（2） ｢マ｣国の保健指標は近隣諸国と比べ劣悪なレベルにあり、特に小児に対する医療サービスが不足

している。5 歳未満児死亡率、乳幼児死亡率、新生児死亡率が高いレベルで推移しており、下痢

やはしか等、予防・治癒が可能な感染症が原因とされるケースが高いことが特徴である。｢マ｣国

は乳幼児死亡率の半減を目標に掲げ、予防接種強化計画の促進を重要な活動計画の一つとしてお

り、本計画により予防接種活動の向上を側面で支えることが出来る。 

 

（3） 調達されるコールドチェーン機材は、冷凍庫と冷蔵庫であり、特別な維持管理の知識、経験が

必要とされるものではない。また、計画される機材の仕様は現状において各施設で活用されて

いるものと同等であり、本プロジェクトにおいて調達される機材は有効に活用されることが見

込まれる。 

 

本プロジェクトは、｢マ｣国の新生児および新生児の母子感染を予防すべきリプロダクティブ期の女

性が裨益対象となり、その人口は総人口の約 13%に上る。母子医療は BHN の基本であり、国民の健康

を守ることは｢マ｣国の経済発展と共に貧困削減にも通ずるものである。また、ワクチンの予防接種は

現状においても活動が行われており、調達されるコールドチェーン機材は現状の技術により問題なく

使用することが可能である。従って、本プロジェクトは、｢マ｣国側に過大な費用および新たな技術負

担をかけることなく、ワクチンの予防接種活動が継続され、さらにワクチンの予防接種率の向上に寄

与することから、我が国の無償資金協力を実施することの意義は大であると判断される。 

 

本プロジェクト実施による効果を長期にわたり持続するため、「マ」国側の取り組むべき課題は以下

のとおりである。 

 

（1）ワクチン予防接種の広報活動 

｢マ｣国においては、電力、通信等のインフラ整備が遅れている地域が多く、ワクチン予防接種に

かかる情報をテレビ、ラジオ等で全ての地域住民に正確に伝えることは難しい。現状では、ポスタ

ー、ビラ、垂れ幕、あるいは各ワクチン接種活動を実施している施設の職員による口頭伝達といっ

た形で出来る限りの広報活動を行っている。ワクチン接種が必要となる患者に確実に予防接種を行

うために、今後も地域住民に対する広報活動を十分に行うことが求められる。 
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（2）ワクチン管理能力の向上 

ワクチンは一定の温度で保存し、また消費期限があることから、計画性をもった調達が求められ

る。ワクチンは県および郡レベルでの保存を経由して、ワクチン予防接種活動を行っている末端の

施設へと搬送されるが、一度搬送されたワクチンは期限内に使用する必要がある。計画性を持って

管理を行わなければ調達したワクチンが無駄になってしまうことから、各レベルでのワクチン管理

計画、予防接種実施計画が重要となる。 

現在、保健家族計画省によりワクチン管理能力を向上するため、コールドチェーン機材の維持管

理も含めたワクチン管理の指導を各県で行っている。ワクチン接種活動を行っている施設は 2,000

箇所を超えることから、今後も適切なワクチンの調達と安全な管理を行うために継続的な指導を実

施することが望まれる。 

 

（3）プロジェクトの継続性 

コールドチェーン機材の整備はワクチン接種活動と共に継続性が求められる。｢マ｣国におけるコ

ールドチェーン機材の整備は日本国を始めとし、UNICEF 等の支援を受けて進められてきた。 

本プロジェクトの実施により機材の整備率は改善されるが、現在使用が可能な機材はいずれ老朽

化が進み更新が求められ、また、現在充足されていない施設への整備も必要となる。 

｢マ｣国においては 2003 年に実施した全国コールドチェーン機材の在庫目録を基本に、本プロジ

ェクトにて調達される機材のデータを更新し、次期のコールドチェーン機材整備計画を策定し、予

算化を進めることが望まれる。 
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第 1章 プロジェクトの背景・経緯 

 
1-1 当該セクターの現状と課題 
 
1-1-1 現状と課題 
 
（1）保健医療事情 

マダガスカル共和国（以下、「マ」国）は、アフリカの東南、インド洋上の島国である。長さは

約 1,570km、最大幅約 580km、国土面積は日本の約 1.6倍の約 58万平方 kmであり、17.5百万の人口
を有し、首都のアンタナナリボは人口約 484万人を有する。 
「マ」国の各種保健指標は近隣諸国とくらべ劣悪なレベルにある。特に小児に対しての医療サー

ビスが不足しており、5歳未満児死亡率、乳幼児死亡率（0歳～1歳）、新生児死亡率（新生児～28
日齢）における高死亡率が顕著であり、下痢やはしか等、予防・治癒が可能な感染症が原因とされ

るケースが高いことが特徴であると言える。 
予防接種のカバー率については周辺諸国にくらべ際立って低いレベルにあり、施設機材の不足・

老朽化、患者のアクセス難、政府の予算不足等が要因と考えられ、母子医療に対する対策が急務と

いえる。 
 

表 1-1 主要指標比較 
 

        国 名 
 
指標*調査年 

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル 

コ
モ
ロ 

マ
ラ
ウ
ィ 

モ
ー
リ
シ
ャ
ス 

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク 

セ
イ
シ
ェ
ル 

南
ア
フ
リ
カ 

ジ
ン
バ
ブ
エ 

タ
ン
ザ
ニ
ア 

出生時平均余命（男 /女） 
*05 56/60 62/67 47/46 69/76 46/45 68/77 50/52 43/42 48/50 

成人死亡率（男/女、対 1,000
人） *05 318/240 252/180 599/602 213/110 597/595 246/107 598/532 771/789 541/505 

5 歳未満児祖死亡率（対
1,000 人） *05 119 71 125 15 145 13 68 86 122 
乳幼児死亡率（対 1,000 人） 
*05 74 53 78 13 100 12 51 60 76 

新生児死亡率（対 1,000 人） 
*04 41 25 26 9 35 7 17 36 35 

下痢が原因による 5 歳未満
児死亡率（％） *00 16.9 13.6 18.1 1.2 16.5 0.0 0.8 12.1 16.8 

はしかが原因による 5 歳未
満児死亡率（％） *00 5.0 5.9 0.3 0.0 0.3 0.0 0.0 2.9 1.3 
人口 1,000 人当たりの医師
数 *04 0.29 0.15 0.02 1.06 0.03 1.15 0.77 0.16 0.02 

人口 1,000 人当たりの看護
師数 *04 0.20 0.61 0.59 3.60 0.21 7.93 4.08 0.72 0.03 

人口 1,000 人当たりの薬剤
師数 *04 0.01 0.05 - 1.16 0.03 0.76 0.28 0.07 0.01 

政府機関による一人当たり
の保健支出（US$） *04 4.3 7.5 14.4 121.6*1 8.4 402.5 157.5*1 12.5 5.2 
予防接種（はしか）カバー率
（地方、%） *04 55.9 63.5*5 77.6 - 70.8*2 - 79.3*4 75.7*3 77.7*1 

予防接種（はしか）カバー率
（都市、%） *04 73.9 63.0*5 86.8 - 90.8*2 - 85.1*4 86.2*3 89.7*1 

出典：世界保健機関、世界銀行
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（2）疾病事情 
｢マ｣国の主要死亡原因の過去 5年間の推移を下表に示す。全年齢帯においてマラリアによる死亡

が過去 5年間を通じて 1位であることが際立つ。5歳未満児のはしか、破傷風等のワクチン接種に
より罹患が予防できるものも含まれている。 
 

表 1-2 主要死亡原因 
2002 2003 2004 2005 2006 順

位 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 

1 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ

2 下痢･脱水
症 高血圧 下 痢 ･ 脱

水症 心臓疾患 下 痢 ･ 脱
水症 心臓疾患 下 痢 ･ 脱

水症 高血圧 下 痢 ･ 脱
水症 外傷 

3 肺炎 結核 肺炎 呼吸器疾
患 肺炎 呼吸器疾

患 栄養失調 結核 肺炎 中毒 

4 栄養失調 事 故 ･ 中
毒 栄養失調 高血圧 栄養失調 高血圧 肺炎 事 故 ･ 中

毒 栄養失調 高血圧 

5 事故･中毒 泌尿器疾
患 呼吸不全 消化器疾

患 呼吸不全 消化器疾
患 分泌不全 外傷 ﾍﾙﾆｱ 泌尿器疾

患 

6 分泌不全 肺炎 心臓疾患 結核 髄膜炎 結核 事 故 ･ 中
毒 

下 痢 ･ 脱
水症 外傷 下 痢 ･ 脱

水症 

7 泌尿器疾
患 外傷 消化器疾

患 中毒 消化器疾
患 中毒 外傷 泌尿器疾

患 神経疾患 結核 

8 結核 分泌不全 髄膜炎 泌尿器疾
患 神経疾患 泌尿器疾

患 
泌尿器疾
患 肺炎 髄膜炎 肺炎 

9 外傷 下 痢 ･ 脱
水症 はしか 分 泌 ･ 代

謝不全 はしか 肺炎 高血圧 分泌不全 破傷風 分 泌 ･ 代
謝不全 

10 高血圧 栄養失調 分 泌 ･ 代
謝不全 肺炎 中毒 分 泌 ･ 代

謝不全 － 栄養失調 代謝不全 栄養失調 

出典：保健家族計画省 質問書回答

 

主要疾病の過去 5年間の推移を下表に示す。マラリア、下痢・脱水症などのサブサハラ特有の感
染症の割合が高い。呼吸器疾患、栄養失調などの途上国に特有な疾病も多い。 
 

表 1-3 主要疾病 
2002 2003 2004 2005 2006 順

位 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 5 歳未満 5 歳以上 

1 下痢･脱水
症 

下 痢 ･ 脱
水症 

呼吸器疾
患 

呼吸器疾
患 

呼吸器疾
患 

呼吸器疾
患 重症ﾏﾗﾘｱ 呼吸器疾

患 下痢 重症ﾏﾗﾘｱ

2 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 重症ﾏﾗﾘｱ 下 痢 ･ 脱
水症 

下 痢 ･ 脱
水症 重症ﾏﾗﾘｱ 下 痢 ･ 脱

水症 

3 肺炎 肺炎 下 痢 ･ 脱
水症 

下 痢 ･ 脱
水症 

下 痢 ･ 脱
水症 

下 痢 ･ 脱
水症 肺炎 肺炎 肺炎 肺炎 

4 栄養失調 栄養失調 皮膚疾患 皮膚疾患 皮膚疾患 口腔疾患 栄養失調 栄養失調 栄養失調 中毒 

5 事故･中毒 事 故 ･ 中
毒 口腔疾患 口腔疾患 口腔疾患 皮膚疾患 泌尿器疾

患 
事 故 ･ 中
毒 はしか 外傷 

6 泌尿器疾
患 

泌尿器疾
患 眼疾患 性感染症 栄養失調 性感染症 分泌不全 外傷 神経疾患   

7 外傷 外傷 栄養失調 眼疾患 外傷 外傷 結核 泌尿器疾
患 外傷   

8 分泌不全 結核 外傷 外傷   高血圧 高血圧 分泌不全     

9 結核 分泌不全 泌尿器疾
患 高血圧   眼疾患         

10 高血圧   結核 栄養失調   栄養失調         

出典：保健家族計画省 質問書回答
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（3）保健医療サービス供給体制 
下図で示すように、｢マ｣国の保健医療サービスは、原則として 1次から 3次までの 3段階のレフ

ァラル体制のもとに提供されている。「マ」国は近年より地方分権を主要課題に掲げており、かつ

て 3 次医療施設とされていた州病院（CHRP）が、より地域に密着した第 2 次医療施設として県レ
ファラル病院（CHRR）となり、さらに一定の基準を満たした郡病院（CHD2）とともに「マ」国の
2次医療を支えていくこととなった。この再編により、地域住民の「医療への窓口」としての 1次
と 2次医療施設との連携がより強化されたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1 医療サービス供給体制概念図 

 
各レベルの医療施設の概略は以下に示すとおりである。CHD2 は本来手術室を有することとされ

ているが、人材の不足と機材の不足･老朽化が原因で実際に稼動しているのは数ヶ所のみとの報告

もある。（＊注）保健家族計画省は将来的に CHD1も 2次レベルに昇格させる方針であり、1次レベ
ルの受け皿としての 2次レベルの強化を目指しているものと考えられる。地方分権の方針の下に改
編された 2次医療施設の充実は、1次レベルの拡充とともに｢マ｣国保健政策の中で急務である。 

（＊注）マダガスカル国マジュンガ州母子保健施設整備計画基本設計調査報告書 

 
表 1-4 レベル別医療施設概要 

施設名 ﾚﾍﾞﾙ 配置 機能 
大学病院 
（CHU） 

3 ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞとﾏｼﾞｭﾝｶﾞに 1 施設ずつ。 複数の専門診療科と専門医を配置。重症度の
高い患者の診療にあたり最終ﾚﾌｧﾗﾙ施設として
機能。医学教育機関としても機能している。 

県ﾚﾌｧﾗﾙ病院 
（CHRR） 

かつて 3 次医療施設であった州病院
（CHRP）と基準を満たした郡病院
（CHD2）から成る。全国に 19 ヶ所。 

郡病院（CHD2） 

2 

全国に 42 ヵ所。 

救急外科、重症母子診療を含む、1 次医療施設
の初期ﾚﾌｧﾗﾙ施設。多数の診療科を含む州病
院が、地方分権化により 2 次施設となった。
CHD2 は手術室を有する。ﾜｸﾁﾝ接種も行う 

郡病院（CHD1） 全国に 76 ヵ所。将来的には全て CHD2
に昇格し、2 次医療施設と成る。 

基礎的な母子治療に対応。医師、ﾊﾟﾗﾒﾃﾞｨｶﾙが
常駐する。ﾜｸﾁﾝ接種も行う。 

基礎保健ｾﾝﾀｰ
（CSB2） 

全国に 1443 ヵ所。施設当たりの人口
10,000 人を目安に設置される。 

基礎的な母子治療に対応。医師、ﾊﾟﾗﾒﾃﾞｨｶﾙが
常駐する。ﾜｸﾁﾝ接種も行う。 

基礎保健ｾﾝﾀｰ 
（CSB1） 

1 

全国に 940 ヵ所。施設当たりの人口は
5,625 人/施設。 

看護師、助産師が駐在する。初期治療、妊産
婦検診、ﾜｸﾁﾝ接種などを行う。 
出典：Plan De Développement Secteur Santé 2007-2011 (PDSS)

全国2,459ヶ所

大学病院（CHU)

県レファラル病院（CHRR)

郡病院２（CHD2)

郡病院１（CHD1)

基礎保健センター２（CSB2)

基礎保健センター１（CSB1)

3次医療施設

2次医療施設

1次医療施設

全国2ヶ所

全国61ヶ所
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「マ」国保健家族計画省の努力にもかかわらず、保健サービスにアクセスできる国民の数は依然

低いレベルにとどまっており、全人口の 35%以上が医療施設を中心とした半径 5km以遠に住み、初
期医療サービスの利用率は約 50%程度であるとしている。 
「マ」国に配備された各医療施設の配置内訳（行政区分変更前の州による分類）は以下に示すと

おりである。ワクチン接種を最前線で行っている CHD2、CHD1、CSB2、CSB1 および私立の施設は
合わせて 3,136 ヶ所である。うち公立施設は 2,501 ヵ所とワクチン接種活動を行っている施設の約
80%を占めている。 
 

表 1-5 医療施設別配置内訳 
 ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ ｱﾝﾂｨﾗﾅﾅ ﾌｨｱﾅﾗﾝﾂｫｱ ﾏｼﾞｭﾝｶﾞ ﾄｱﾏｼﾅ ﾄﾘｱﾗ 合計 

CHU 1 0 0 1 0 0 2 
CHRR 4 2 4 3 2 4 19 
CHD2 - - - - - - 42 
CHD1 - - - - - - 76 
CSB2 314 145 288 217 224 255 1,443 
CSB1 143 82 173 174 221 147 940 
私立 - - - - - - 635 
その他 - - - - - - 16 

出典：保健家族計画省 質問書回答

 
（4）医療従事者 

2007年における「マ」国の医療分野における専門別の医療従事者数は以下のとおりである。対人
口から判断して絶対数が不足しており、保健分野の重要な課題である（2003 年の日本における対
10万人口あたり医師数は約 200人、看護師数は約 780人）。 

 
表 1-6 専門別医療従事者数 

専門職 人数 10 万人口あたり 
専門医師 351 0.20 人 
一般医師 3,886 2.22 人 
外科医 62 0.03 人 
看護師 3,044 1.74 人 
准看護師 1,054 0.60 人 
歯科医 161 0.09 人 
助産師 2,573 1.47 人 
薬剤師 8 0.00 人 
保健助士 1,050 0.60 人 

出典：保健家族計画省 質問書回答 

 
各医療施設に配置された医療従事者の数は以下のとおりである。三次医療を担うアンタナナリボ

とマジュンガの 2大学病院（CHU）に多くの人員が配置され、二次から一次へと施設毎の人員数が
減少している。 
簡易な診療とワクチン接種活動を主に行い、病床を有しない CSB1、CSB2においては職員の勤務

シフトを考慮しても 1 施設には比較的適切な人員が配置されていると考えられる。しかしながら、
医療施設の絶対数が不足しており、地域住民に対する医療従事者の絶対数は不足している。 
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表 1-7 施設別医療従事者数 
施設 人員数 施設数 1 施設当りの

平均人員数 
CHU 1,788 2 894 
CHRR 340 19 18 
CHD 2 1,749 42 41 
CHD 1 2,232 76 30 
CSB 2 12,546 1,443 9 
CSB 1 4,945 940 6 
合計 23,600 2,522 10 
私立 － 635  
その他  16  

出典：保健家族計画省 質問書回答 

 
1-1-2 開発計画 
 
（1）マダガスカル国家活動計画（2007-2011）：MAP 

｢マ｣国の国家開発計画である｢マダガスカル国家活動計画（2007-2011）：MAP」では、国家レベル
の開発計画における重点課題を以下のとおり 8項目掲げている。 
 

重点課題 
① ガバナンス強化 
② インフラの整備･向上 
③ 教育の普及 
④ 地域開発と緑の革命 

⑤ 保健･家族計画 HIV・エイズ対策 
⑥ 高度経済成長 
⑦ 環境の保護  
⑧ 国民の団結 

 
保健･医療にかかる課題である上記⑤を達成するため、MAPでは以下の 8つの｢挑戦｣を掲げてい

る。 
 

挑戦項目 
① 全ての人に高品質な医療を提供する。 
② 主要な疾病を根絶する。 
③ HIV/AIDS に対する戦いに勝利する。 
④ 家族計画戦略を実施、成功させる。 

⑤ 乳幼児死亡率を減少させる。 
⑥ 母子･新生児死亡率を減少する。 
⑦ 栄養と食の安全を向上する。 
⑧ 安全な水の供給と衛生習慣の普及 

 
上記⑤と⑥に関して、｢マ｣国政府は、1,000人当たり 94人という極めて高い 5歳未満児死亡率（*

注）など、周辺国に比べいちじるしく低い母子関連の保健指標に対して重大な懸念を表している。

(*注)世界保健機構の調査では 119人/1000人（2005年） 
この現状認識に基づき、以下の 3つの目標を掲げている。 

 
目 標 

① 2011 年までに乳幼児死亡率を半減する。 
② CSB における出産ケアへの需要を高める。 
③ 小児医療に対する幅広い地域参加を達成する。 

 
以上の目標を達成するため、｢マ｣国政府は以下の戦略を採択している。 
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戦 略 
① 小児医療における予防医学に焦点を当てる。 
② 小児医療パッケージに栄養指導と予防接種（EPI)を含める 
③ CSB における看護師と助産師の数を増加する。 

 
このように、予防接種体制の拡大･強化により感染症の流行を予防し、感染症疾病率の低下を目

指す本計画は、上記戦略②に代表される｢マ｣国政府の掲げる戦略に合致しており、本計画の実施が

「マ」国保健サービスの質の向上に寄与することは十分期待される。 
 
（2）国家保健政策（2005年 6月 20日版）：PNS 

「マ」国保健家族計画省の基本方針である「国家保健政策（2005 年 6 月 20 日版）：PNS」では、
国家保健政策の基本政策として以下の 4方針を打ち出している。 

 
基本方針 

① 保健医療提供システムの体制強化 
② 母子保健の拡充 
③ 疾病（感染症および非感染症）の克服 
④ 健康の維持および健全な行動の奨励 

 
「マ」国は国の人間開発の指針として貧困削減を提唱しており、世界銀行や IMF との連携によ

り｢貧困削減戦略ペーパー(PRSP)｣に基づく政策を施行している。保健家族計画省は PRSPの精神を
反映し、PNSでは以下の目標を 2010年末までに達成するとしている。 

 
目 標 

① 妊産婦死亡率の減少（469 人→304 人／1,000 人当たり） 
② 5 歳未満児死亡率の減少（94 人→73 人／1,000 人当たり）（*注 1） 
③ 乳幼児死亡率の減少（58 人→45 人／1,000 人当たり）（*注 2） 

（*注 1）世界保健機関の調査では 119 人／1000 人
（*注 2）世界保健機関の調査では 74 人／1000 人、ともに 2005 年調査

 
これらの目標達成のための戦略として PNS は数多くの項目を掲げているが、｢地域的アプロー

チによるワクチン接種カバー率の向上｣、「ヘモフィルス-インフルエンザ b型菌（Hib）ワクチンの
導入」、｢ワクチン接種場所の増加と監視体制の強化｣、など、ワクチン接種にかかる戦略を複数掲

げている。このことは、「マ」国保健家族計画省が、保健指標の向上のためにワクチン接種体制の

強化を重視していることと理解できる。 
 

（3）保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS 
最新の「マ」国保健政策の指針である「保健セクター開発計画（2007－2011）：PDSS」でも上記

PNSと同じ基本方針と行動目標が掲げられている。また PDSSでは、｢疾病（感染症および非感染
症）の克服｣に対する目標として、2011年までにすべての予防接種を受けた子供の割合を 80%以上
に増加させること、コールドチェーンの普及率を 95%に上げてワクチン管理を適正化することを
挙げている。 
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（4）マダガスカル国コールドチェーン修復計画（2004-2013） 
｢マダガスカル国コールドチェーン修復計画（2004-2013）｣は、全国有効予防接種普及率を 90％

にすることを目標の一つとしている。本修復計画は 2003年に｢マ｣国で初の予防接種拡大計画のコ
ールドチェーン在庫目録と評価が実施され、以下の様な問題が明確となったことにより策定され

たものである。 
・ 2003年 2月 4日～20日の評価では、石油不足と老朽化によるコールドチェーンの不備につき、
サービスが行き届いていないとの結論が出た。 

・ 2002年の小児麻痺予防接種時に、コールドチェーンの貯蔵能力低下による問題が指摘された。 
・2003 年初頭の PEV 見直しで、コールドチェーンの更新と、各仕様機材の運用評価の必要性が
叫ばれ、2004 年度の麻疹予防接種キャンペーン規模では、コールドチェーンの性能改善が火
急の問題であることが認識された。 
尚、「予防接種拡大計画／2003年｣において日本政府の支援により実施された機材調達は、修復

計画の中において調達予定として盛り込まれている。 
本修復計画においては、全国に配置されたコールドチェーン機材の現状を踏まえ、機材、維持

管理についての対策が以下のとおり提言されている。 
 

表 1-8 機材、維持管理についての対策 
項目 内容 

機材 ・WHO および UNICEF 仕様標準の遵守 
・保健家族計画省予防接種課（SV）に 30 立米の冷蔵室を建設 
・BSD レベルのワクチン貯蔵量の増大 
・離島地域医療施設 58 箇所の照明を含む冷蔵設備一式の供与 
・以下の更新： 
① 5 立米冷蔵室の冷蔵装置 2 セット 
② SV ワクチン貯蔵用冷蔵庫 
③ 破損老朽冷蔵庫 
④ 規格外冷蔵庫 

維持管理 ・医療地区と CSB への交換部品の供給 
・医療地区コールドチェーン維持管理技術要員の教育 
・コールドチェーン利用者の冷蔵庫維持管理・修理の教育・再教育 
・太陽光設備維持管理の民間事業主との委託契約 

出典：マダガスカル国コールドチェーン修復計画（2004-2013）
 

今般日本に要請の出された機材整備計画は｢マダガスカル国コールドチェーン修復計画

（2004-2013）｣で策定された更新および不足する機材に該当し、｢マ｣国の計画に準じたものといえ
る。 

 

1-1-3 社会経済状況 
 
｢マ｣国は、コーヒー、バニラ、砂糖、ココア、米等を中心とした農業が主産業で、国民全体の

約 80%が農業に従事している。GDP に占める各セクターの内訳は、第一次産業は 27.5％、第二次
産業は 15.3％、第三次産業は 57.2％となっている（2006年、Economic Intelligence Unit 社調べ）。90
年代半ばより国営企業民営化、投資法改正、貿易自由化等の自由化政策により、97年以降一定の
経済成長を遂げた。また米国のアフリカ成長機会法（AGOA）によって繊維産業の輸出が急速に拡
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大した。しかし、2002 年前半の政治危機が悪影響を及ぼし、経済成長率が-12.7%を記録した。現
在国内外からの投資奨励、農民・小規模企業家に対する金融システム確立等を発表し、経済再建

に務めている。近年は石油価格高騰の影響を受けるも、観光サービス業が好況な他、鉱業分野で

の投資も活発化している。 
一人当たりの GDPは 271ドル（世界の国一覧表 2007年版）であり、国連が定めた後発開発途上

国の一つに数えられる。 
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1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 
 

（1）要請の背景・経緯 
｢マ｣国の保健医療分野においては、独立以降、感染症の管理、地域レベルの保健医療サービス供

給等に係る体制整備が不十分であることに起因して、各種の保健医療指標が全般的に劣悪なレベル

で推移している。 
かかる状況下、｢マ｣国政府は｢マダガスカル国家活動計画（2007-2012）：MAP｣、｢国家保健政策（2005

年 6月 20日版）：PNS｣、｢保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS｣、等を策定し、保健医療分野
における開発計画を推進している。 

MAPにおける 8重点課題のうちの一つ｢保健・家族計画・HIV/エイズ対策｣では、同課題を達成す
るための 8目標のうち、｢乳幼児死亡率削減｣において、乳幼児死亡率を半減することを目標に掲げ、
そのための重要な活動として｢予防接種強化計画｣の促進を位置づけている。PDSS においては優先
領域 4分野を設定し、その中の｢疾病対策（感染症・非感染症）｣で予防医療活動の強化を掲げてお
り、2011年までに感染症対策の一環としてコールドチェーンの普及率を 95%に上げ、ワクチン管理
を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80%以上に増加させることを目標としている。
この中で、本プロジェクトは、老朽化および不足するコールドチェーン機材の整備を推進し、予防

接種率を向上させることを目標とする。 
このような背景の下、「マ」国政府は、全国のワクチン接種を行っている施設に対するコールド

チェーン機材の調達にかかる無償資金協力の実施をわが国に要請した。 
 
（2）要請の概要 

当初、要請機材は 6品目 834点であったが、基本設計調査時において 5品目 759点となった。ま
た、対象地域においては全国 22県、111郡に変更は無いが、対象サイト数は 609から 620となった。 
かかる変更は UNICEFによる緊急機材供与が 2007年 8月と 10月に実施され、日本政府に要請し
た時点と機材整備状況が異なったことによる。車輌については UNICEF等により他のワクチン輸送
機材が調達されており、ワクチンの輸送手段が確保されていることが確認されたことから計画外

とした。 
 

表 1-9 要請内容の変更 
当初要請内容 要請数 変更要請内容 要請数 

冷凍庫 50 冷凍・冷蔵庫 200 

冷蔵庫、大型 178 冷蔵庫、中型 24 

冷蔵庫、小型 419 冷蔵庫、小型 430 

冷蔵庫、ソーラー 29 冷蔵庫、ソーラー 29 

コールドボックス 142 コールドボックス 76 

車輌 16 － － 

合 計 834 合 計 759 
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表 1-10 対象サイトの変更 
当初要請サイト 要請数 変更要請サイト 要請数

県保健局 (DRSPFPS) 22 県保健局 (DRSPFPS) 22

医療地区保健事務所 (BSD) 111 医療地区保健事務所 (BSD) 111

医療地区医療センター2 (CHD2) 11 医療地区医療センター2 (CHD2) 11

医療地区医療センター1 (CHD1) 38 医療地区医療センター1 (CHD1) 34

基礎保健センター2 (CSB2) 295 基礎保健センター2 (CSB2) 276

基礎保健センター1 (CSB1) 128 基礎保健センター1 (CSB1) 163

大学病院 (CHU) 2 地域レファラル病院 (CHRR) 1

小児病院 (Hopital des Enfants Tsar) 1 小児病院 (Hopital des Enfants Tsar) 1

予防接種課 (SV) 1 予防接種課 (SV) 1

合 計 609 合 計 620

 
 

1-3 我が国の援助動向 
 

06年度までのわが国の援助累積実績では、円借款 107.00億円、無償資金協力 609.76億円（JICA
経費実績ベース）、技術協力 124.12億円である。内訳は下表のとおりである。 
 

表 1-11 日本の援助実績 
年度 円借款 無償資金協力 技術協力 

497.00 億円 91.60 億円

   研修員受入 368 人

   専門家派遣 124 人

   調査団派遣 713 人

2001 年

度まで

の累計 
107.00 億円 

   機材供与 1,392.62 百万円

    協力隊派遣 1 人

5.39 億円 3.58 億円

国道 7 号線バイパス建設計画 研修員受入 21 人

食糧増産援助 専門家派遣 6 人

草の根無償 調査団派遣 16 人

    機材供与 17.76 百万円

2002 年 なし 

    留学生受入 5 人

14.67 億円 5.57 億円

国道 7 号線バイパス建設計画 研修員受入 33 人

第二次南西部地下水開発計画 専門家派遣 10 人

予防接種拡大計画  調査団派遣 51 人

草の根無償、等   機材供与 48.20 百万円

2003 年 なし 

    留学生受入 10 人

33.33 億円 6.71 億円

国道 7 号線バイパス建設計画 研修員受入 56 人

第二次南西部地下水開発計画 専門家派遣 9 人

第二次小学校建設計画 調査団派遣 64 人

草の根無償、他   機材供与 38.10 百万円

2004 年 なし 

  協力隊派遣 13 人
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表 1-11 日本の援助実績 
年度 円借款 無償資金協力 技術協力 

37.70 億円 8.03 億円

国道 7 号線バイパス建設計画 研修員受入 49 人

マジュンガ州母子保健施設整備計画 専門家派遣 15 人

第二次小学校建設計画 調査団派遣 62 人

ノンプロジェクト無償   機材供与 4.37 百万円

2005 年 債務免除 
(174.90) 

草の根無償、他  協力隊派遣 16 人

21.66 億円 8.63 億円

国道 7 号線バイパス建設計画 研修員受入 69 人

ｱﾝﾂｨﾗﾅﾅ州およびﾄﾘｱﾗ州小学校 専門家派遣 13 人

教室建設計画 調査団派遣 63 人

ノンプロジェクト無償   機材供与 25.99 百万円

2006 年 債務免除 
(88.14) 

草の根無償、他  協力隊派遣 23 人

609.76 億円 124.12 億円

    研修員受入 596 人

    専門家派遣 177 人

    調査団派遣 969 人

    機材供与 1,527.07 百万円

06 年度 
までの

累計 

107.00 億円 
(債務免除

を除く) 

  協力隊派遣 68 人

出典：日本国外務省 HP

 
 
1-4 他ドナーの援助動向 
 

医療分野における各国および他ドナーからの援助動向は以下のとおり。 
 

表 1-12 他ドナー支援動向 
年 ドナー名 計画名 千ドル 援助形態 プロジェクトの概要 

2007 UNICEF 予防接種強化計画

乳児生存計画 $635 無償 予防接種強化計画活動支援を目的とし

た冷蔵機材とｵｰﾄﾊﾞｲ供与 

2006 世界銀行 医療協力 $95,018 借款 地域医療サポート、栄養支援、衛生施設

の改修、等 
2006 サンテ ドゥ 医療協力 $4,161 借款 地方医療サポート 
2006 サンテ トロア 医療協力 $3,989 借款 地方医療サポート 

2006 フランス開発公社 医療協力 $1,471 技術協力
HIV/AIDS、人材開発支援、地方医療支

援、病院システム、改修支援 

2006 米国国際開発庁 医療協力 $20,426 無償 食品･栄養;感染症/HIV/AIDS 対策;マラリア

対策 
2006 UNICEF 子供支援 $7,261 無償 子供支援、HIV/AIDS 

2006 世界保健機関 2006-2007 2 カ年計

画 $6,091 無償 予防接種拡大計画支援;感染症対策：組

織能力強化計画 
2006 国連人口基金 ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾙｽ $3,412 無償 ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾙｽ、避妊具、HIV/AIDS 関連 
2006 国連開発計画 HIV/AIDS $791 無償 HIV/AIDS 関連 
2006 グローバルファンド 感染症対策 $19,865 借款 HIV/AIDS 関連、結核、マラリア関連 

2001-2
007 

世界ワクチンおよび

予防接種促進同盟 
予防接種拡大計画

支援 $12,404 無償 予防接種関連、新ワクチン導入、安全な

接種指導 
出典：保健家族計画省聞き取り調査

 
援助は母子医療および感染症に対する支援が多く、予防接種強化計画については UNICEFが長期
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的にサポートを行っている。本計画においてもコールドチェーン機材の調達に対しては UNICEFに
よるワクチン供与との連携が重要となる。また、UNICEF はワクチン管理に対する現地指導を保健
家族計画省ワクチン課の人材を活用し行っており、その中においてコールドチェーン機材に対する

維持管理指導も実施している。現状は保健家族計画省の予防接種課の管理のもと、インフラ・機材

維持課が機材維持管理を行っているが、本年中には地方部での機材維持管理技術者の育成を行い、

各地域での維持管理体制が整備されつつある。 
諸外国の「マ」国に対する経済協力実績の推移は下表のとおりである。 

 

            表 1-13 諸外国の対「マ」国経済協力実績   *単位：百万米ドル、支出純額 
暦年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 合計 

1999 年 フランス
(79.3) 

日本 
(49.1) 

米国 
(29.1) 

ドイツ 
(16.9) 

スイス 
(6.5) 

192.5 

2000 年 フランス 
(46.5) 

米国 
(31.6) 

日本 
(26.3) 

ドイツ 
(14.2) 

ノルウェー・
スイス(4.5) 

138.7 

2001 年 フランス 
(41.7) 

米国 
(37.2) 

日本 
(25.5) 

ｵｰｽﾄﾘｱ 
(10.1) 

ドイツ 
(10.0) 

146.0 

2002 年 フランス 
(46.3) 

米国 
(41.7) 

ドイツ 
(8.6) 

日本 
(7.6) 

スイス 
(6.0) 

125.9 

2003 年 フランス 
(128.1) 

米国 
(43.2) 

ドイツ 
(16.4) 

日本 
(9.7) 

ノルウェー 
(6.2) 

224.9 

出典：日本国外務省 HP
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

 
2-1 プロジェクトの実施体制 
 
2-1-1 組織・人員 

 
｢マ｣国保健家族計画省(Ministère de la Santé et du Planning Familial)は、既述のマダガスカル国家活動

計画（MAP）、国家保健政策（PNS）、保健セクター開発計画（PDSS）、マダガスカル国コールドチェー

ン修復計画 2004-2013 で掲げられた目標値の到達のために、様々な保健政策の実施を担当している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 保健家族計画省組織図 
   出典：保健家族計画省 質問書回答 

 

次　　　　官

大　臣　官　房

社　会　保　障　局 保　健　局

社会保障部（DprotS)

女性地位向上部（DPG)

家族計画部（DPF)

家族青少年保護部（DPFE)

母子保健部（DSME)

非感染症対策部（DLMNT)

健康促進部（DPS)

感染症対策部（DULMT)

県レファラル病院部（DHRR)

郡保健促進部（DDDS)

薬品･検査･伝統医療部（DPLMT)

業務･財務部（DAAF)

業　務　局

障害者地位向上課（SPPH)

高齢者地位向上課（SPPA)

社会保障･復帰課（SPRS)

社会訓練課（SFAS)

社会開発支援課（SAIDS)

口腔歯科（SSBD)

眼科（SSO)

生活習慣病対策課（SLMV)

職業関連疾病課（SMT)

県　保　健　家　族　計　画　局

郡　保　健　家　族　計　画　局

人材部（DRH)

調査･計画部（DEP)

情報システム部（DSI)

評価･監査部（DSEｖA)

開発部（DP)

特別施設･組織･建物局

大学病院（CHU)

国民健康センター（INSPC)

保健セクター支援計画管理組合（UGP)

国家輸血センター（CNTS)

国家禁煙対策室（OFNALAT)

マダガスカル医薬品事業団（AMM)

衛生･食品管理事業団（ACSQDA)

特　別　局

PR・国際関係課（SRPI)

法務･資産課（SlegPa)

医療･社会課（SMS)

メディア･マスコミ課（SCM)

技　術　局

重要医薬品購入センター（SALAMA)

開発課（SDG)

女性地位向上課（SVSF)

社会参加促進課（SAPL)

壮年期再生課（SSRA)

再生用器具製造安定課（SSPSR)

家族計画普及課（SVPF)

家族地位向上課（SVF)

青少年保護課（SPE)

小児･青少年保健課（SSEA)

予防接種課（SV)

低リスク産科（SMSR)

栄養課（Snut)

公衆衛生学課（SAGS)

住民参加課（SPC)

社会動員課（SMSO)

疾病監視課（SsurEpi)

結核･らい病対策課（SLTL)

マラリア対策課（SLP)

流行･再発疾病対策課（SLMER)

国境衛生対策課（SSF)

風土病対策課（SLME)

緊急事態課（SUCA)

公立レファレル病院課（SHPR)

私立病院課（SHP)

郡診療課（SDD)

郡病院課（SHD)

無償保健および私立診療課（SSLDP)

保　  健  　家　　族　　計　　画　　大  　臣

副　大　臣

インフラ･機材維持課（SIEM)
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保健家族計画省は、社会保障局と保健局とに分けられる。プロジェクト実施機関は、社会保障

局、母子保健部に属する予防接種課(Service de la Vaccination)である。 
予防接種課の業務は、国家保健政策の中で定義された本プロジェクトの戦略的方向付け、実施

方法の決定、実施後のフォロー及び評価である。また、本プロジェクトの枠組みの中で、各医療

施設への技術的及びロジスティックな側面支援を外国や国際機関、NGO 等と協同で行う。予防接

種課には、合計 36 人の職員が働いている。調達される医療機材の維持管理は、インフラ･機材維

持課（Service des Infrastructures, Equipments et Maintenance, SIEM）が担当し、10 人の職員が従事してい

る。 
本案件で要請されたサイトの大多数は CHD や CSB 等の末端の医療施設であるが、これらの施設

は、全国 111 の郡に設置された郡保健局(Service de District de la Santé et du Planning Familial,SDS)が管轄

し、各 SDS は、全国 22 県に配置された、最上位の地域保健行政単位である県保健局(Directions 
Régionale de la Santé et du Planning Familial, DRS)が管轄する。 

 
2-1-2 財政・予算 

 
｢マ｣国国家財政の推移は下表に示すとおりである。2002 年前半の政治危機を反映して一時国家

収入の落ち込みが見られたが、その後は安定した伸びが見られる。保健支出は、経済成長に伴い

全体の中で占める割合で減少が見られるが、下表の 3 年間ではほぼ安定した増加を見ることがで

きる。 
 

表 2-1 保健家族計画省収支内訳       *単位：10 億 MGA 
  2003 2004 2005 

名目国内総生産* 6,779 7,889 9,164 
国家収入*(外部支援･借款は含まず) 726 984 - 
国家支出* 1,322 1,822 2,053 
保健支出* 101 106 145 
国家支出の中で保健支出の占める割合（％） 7.6 5.8 7.1 
国内総生産の中で保健支出の占める割合（％） 1.5 1.3 1.6 
*予算執行期間：1 月から 12 月                       出典：保健家族計画省 質問書回答 

    
本プロジェクトの運営を管理している予防接種課に割り当てられた予算の推移は下表のとおり

である。ほぼ大半をワクチンの購入費用に充てていることが分かる。 
 

表 2-2 予防接種課収支           *単位：千 MGA 
  2002 2003 2005 2006 

予防接種課予算 177,272 177,272 1,604,128 1,355,050 
うちワクチン購入費用 123,000 123,000 1,600,000 1,250,091 

出典：保健家族計画省 質問書回答 

 
 



 15

2-1-3 技術水準 
 

「マ」国における教育は、初等教育 6 年、中等教育（一次）4 年、中等教育（二次）3 年、高等

教育 5～7 年となっている。医療分野における高等教育を行っている教育機関は以下のとおりであ

る。 
 

表 2-3 医療分野の専門資格を取得できる教育機関 
教育機関 立地 設立年 管轄省庁 

アンタナナリボ大学 医学部 アンタナナリボ 1962 
マジュンガ大学 医学部 マジュンガ 1985 
国立保健学院 マジュンガ 2002 
マダガスカル口腔外科大学 マジュンガ 1979 

教育科学研究省 

パラメディカル養成学校 アンタナナリボ 
マジュンガ 
フィアナランツオラ 
トリアリ 
トアマシナ 
アンツイラナナ 

1976 
2003 

保健家族計画省 

出典：保健家族計画省 質問書回答 

 
｢マ｣国において、医療分野の専門資格を取得するに必要となる条件および教育期間は以下のと

おりである。いずれの職種も初等教育（5 年以上）、中等教育（一次）を修了した後、専門性によっ

て教育期間が異なる。専門医になるには｢マ｣国内での教育では不十分と考え、フランスでの研修

が求められている。 
 

表 2-4 医療従事者資格 
資格 要件 

専門医師 大学医学部での 7 年間の履修後、4 年間の大学院での履修、およびフランスで

の 3 年間の実習の終了 
一般医師 大学医学部での 7 年間の履修後、専門により異なる期間の実習の終了 
歯科医師 口腔外科大学での 6 年間の履修後、1 年間の実習の終了 

看護師 高校卒業後、3 年間の県パラメディカル養成学校での履修後、国立保健学院で

の免許取得 
准看護師 中学卒業後、2 年間の専門学校での訓練終了 
助産師 高校卒業後、3 年間の県パラメディカル養成学校での履修後、免許取得 

出典：保健家族計画省 質問書回答 

 
調達される機材の維持管理に対しては、中央レベルにおいては前述の SIEM が担当する。県レベ

ルにおいては、維持管理・衛生改善課(Service de la Maintenance, de l’Assainissement et du Génre Sanitaire, 
SMAGS)が各 DRS に配置され、維持管理業務にあたる。また、各郡の BSD においても、ほとんど

の調査実施サイトにおいて、予防接種強化計画（PEV）担当者(le responsable PEV)が配置されており、

CSB 以下の末端施設の維持管理業務を行っている。 
現状の維持管理業務に関して、PEV 担当が簡単な修理や点検を行うが、高度な修理が必要な場

合は、DRS に配置されている SMAG 経由で中央に機材が送られ、SIEM の技術者あるいはメーカー

のテクニシャンによる修理が行われている。 
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要請機材は冷凍庫と冷蔵庫であるため、特別な維持管理の知識、経験が必要とされるものでは

ない。そのため、各施設に配置された PEV 担当者や看護師のレベルで対応可能であり、一般常識

的な日常の清掃、目視点検などが必要とされるのみである。しかし、冷蔵庫、小型(灯油で稼動)
では、煙突部分のすすの清掃、芯の交換等が必要となる。 

 
2-1-4 既存施設・機材 

 
（1）サンプリング調査 

当初要請サイト数が 600 箇所を越えることから、本調査においては調査対象地域を限定し、可能

な限りのサンプリング調査を行い、コールドチェーン機材の現状について確認を行った。 
調査は北部、中部、南部の 3 州、7 県、15 地区において、58 サイトの DRS、BSD、CHD、CSB を

調査し、既存機材の 109 点を確認した（訪問サイトは 62 であったが、内 4 サイトは担当が不在で

あり機材確認が行えなかった）。調査サイトは表 2-7 のとおりである。 
 

（2）コールドチェーン機材の配置状況 
調査を実施した各 DRS、BSD、CSB、CHD においては、全てのサイトにコールドチェーン機材（冷

蔵庫、冷凍庫、コールドボックス）が配備されていることが確認された。配置先と機材内容を分

類すると、概ね以下のとおりである。 
 

表 2-5 施設毎の機材配置内容 
施設名 機材内容 使用目的 使用ｴﾈﾙｷﾞｰ 

DRS 冷凍庫（電気式） 
冷蔵庫（電気/灯油式） 
コールドボックス 
車輌 

各 BSD 向けワクチンの一時保管 
 
BSD へのワクチン搬送 

電気 

BSD 冷凍庫（電気式） 
冷蔵庫（電気/灯油式） 
コールドボックス 

各 CHD、CSB1、CSB2 向けワクチンの一

時保管 
CHD、CSB1、CSB2 へのワクチン搬送 

電気 

CHD 冷蔵庫（電気/灯油式） 現場でのワクチン保管 電気(一部灯油) 
CSB1, CSB2 冷蔵庫（電気/灯油式） 現場でのワクチン保管 灯油(一部電気) 
 
ほとんどの DRS、BSD においては、市からの電力供給が確保されており、冷凍庫および冷蔵庫

は電気で活用されている（BSD トリアラ 1 のみが市の電力事情が悪いことから自家発を有するリ

ファレル病院内に冷凍庫、冷蔵庫を配置していた）。 
CHD は病院内で活動しているが、地域の電力事情により電気あるいは灯油を活用している。 
CSB1、CSB2 においてはほとんどの地域で電気の供給が無いことから灯油により機材が活用され

ている。 
尚、車輌については、DRSPFPS ディアナと保健家族計画省予防接種課で 2 台が確認された。 

 
（3）コールドチェーン機材の活用状況 

調査を実施した各 BSD、CSB、CHD に配置されていた機材状態の概要は以下のとおり。詳細は表

2-7 のとおり。 
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1）UNICEF 支援 

1997 年前後に全国に配置した冷蔵庫、冷凍庫は既に調達後 10 年を経過し、いくつかのトラブル

が発生している（冷えない、温度計の故障、ﾊﾞｰﾅｰの故障等）。 
・1999 年までに調達された冷蔵庫の 22 台中 14 台は問題ない。 
・2007 年に緊急支援を行った冷蔵庫の 19 台中 19 台は問題ない。 
・2007 年に緊急支援を行った冷凍庫の 2 台中 2 台は問題ない。 
 

2）わが国の支援(2004 年実施) 
予防接種拡大計画／2003 年（実施 2004 年）において無償資金協力により調達された機材の状況

は下表のとおりであり、サンプリング調査において確認された機材は調達後 3 年を経過している

が、十分に活用され（47 点中 45 点が稼動：稼働率 96%）、運営・維持されていることが確認され

た。 
未稼働の機材は 2 台でありいずれも故障が原因であるが、各 CSB から修理を保健省ワクチン課

に依頼済みである。 
・電気・灯油式冷蔵庫（1 台） ：2007 年初頭にﾊﾞｰﾅｰが故障。修理依頼中 
・電気式冷凍庫（1 台） ：2007 年初頭から冷えない。温度計故障。修理依頼中。 

 
表 2-6 予防接種拡大計画／2003 年（実施 2004 年）機材状況 

サンプリング確認数 
機材名 メーカー モデル 

調達 
台数 

確認 
台数 

稼動 
良好 

未稼働 

電気式冷凍庫 ドメティック FCW-300 120 15 14 1 
電気･灯油式冷蔵庫（大） シビール V170KE 250 16 16 0 
電気･灯油式冷蔵庫（小） ドメティック RCW-50EK 450 5 4 1 
コールドボックス ドメティック RCW-25 250 9 9 0 
ワクチンキャリア GIO'S STYLE S.p.A. 1901004 450 － －  
トラック いすず自動車  3 2 2 0 
ピックアップ型四輪駆動車 三菱自動車  6 － －  

 
3）調達機関不明 

UNICEF、わが国の支援以外に調達機関が不明なもの、調達年度が不明なものがいくつか見受け

られた。これらはいずれも老朽化が激しく、更新が求められる。 
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2-2 プロジェクト・サイト及び周辺の状況 
 
2-2-1 関連インフラの整備状況 

 
既述の通り、｢マ｣国の電気事情は発展途上にあり、調査実施サイトにおいて、郡レベルまでは

ほとんどの医療施設で電気は使用可能であるが、市･村レベルにおいては、ほとんどの施設で電気

の使用が不可能であった。県･郡レベルの施設においてさえ、1 日に数時間から雨季などで大雨が

降る場合など 5 時間を越える停電に見舞われる場合もあるとのことである。 
このような状況のため、市･村レベルのコールドチェーン機材の動力源としては灯油が使われて

いる。灯油の調達と品質に関しては、調査実施サイトにおいて問題は見受けられなかった。 
 

2-2-2 自然条件 
 
｢マ｣国は島の大部分を火山活動により形成された高地が占め、2,500 メートルを越える山が連な

る。このため、舗装道路の整備が遅れており、山間部の医療施設へ至る道は大変悪く、患者の医

療サービスへのアクセスにおいて障害となっている。このことがおもに母子保健指標が周辺国と

比較して劣悪な原因となっている。このような地域の住民に対しては、CSB の職員による巡回ワ

クチン接種を実施しているところもあるという。 
また、例年 11 月から 3 月頃までが雨季であり、山間部の未舗装の道路ではいっそう交通事情が

悪くなる。 
 

2-2-3 環境社会配慮 
 
本プロジェクトにおいて要請された冷蔵庫の一つには、灯油で作動するタイプが含まれている

ことから、灯油の燃焼により若干の空気汚染が発生する。 
要請された冷凍庫･冷蔵庫に使用されている冷却材はすべて WHO および UNICEFの基準に準拠し

ており、フロンガスは使用していないことから、廃棄の際に環境に与える影響は最小限にとどま

ると考えられる。 
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第 3章 プロジェクトの内容 

 
3-1 プロジェクトの概要 

 
3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 
 

｢マ｣国の保健医療分野においては、独立以降、感染症のサーベイランス、地域レベルの保健医

療サービス供給等に係る体制整備が不十分であることに起因して、各種の保健指標が全般的に劣悪

なレベルで推移している。 
かかる状況下、｢マ｣国政府は｢マダガスカル国家活動計画（2007-2012）：MAP｣、｢国家保健政策（2005

年 6月 20日版）：PNS｣、｢保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS｣、等を策定し、保健医療分野
における開発計画を推進している。 

MAPにおける 8重点課題のうちの一つ｢保健・家族計画・HIV/エイズ対策｣では、同課題を達成す
るための 8目標のうち、｢乳幼児死亡率削減｣において、乳幼児死亡率を半減することを目標に掲げ、
そのための重要な活動として｢予防接種強化計画｣の促進を位置づけている。PDSSにおいては優先
領域 4分野を設定し、その中の｢疾病対策（感染症・非感染症）｣で予防医療活動の強化を掲げてお
り、2011年までに感染症対策の一環としてコールドチェーンの普及率を 95%に上げ、ワクチン管理
を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80%以上に増加させることを目標としている。
この中で、本プロジェクトは、老朽化および不足するコールドチェーン機材の整備を推進し、予防

接種率を向上させることを目標とする。 
 

3-1-2 プロジェクトの概要 
 

本プロジェクトは、｢マ｣国の｢予防接種強化計画｣を強化し、予防接種率の向上に寄与すること

を目的としている。これにより、乳幼児の死亡率の削減が期待されている。この中で、協力対象

事業は、全 22 県の県保健家族計画局、全 87 の郡保健家族計画局、42 の郡病院、414 の基礎保健
センター、１ヶ所の県レファラル病院、1 ヶ所の小児病院及び予防接種課に対するコールドチェ
ーン機材を調達するものである。 
  



 24

3-2 協力対象事業の基本設計 
 
3-2-1 設計方針 
（1）基本方針 

本無償資金協力は、｢マ｣国の予防接種強化計画を側面から支援し、コールドチェーン普及率の

向上に資するため、｢マ｣国政府の要請と現地調査及び協議の成果を踏まえ、以下の方針に基づき計

画することとした。 
 

1） 対象施設 
全国 22 県、111 群において、ワクチン保存あるいはワクチン接種活動を実施し、以下の基準に

合致している施設を対象とする。 
 
 新設で機材配置がなされていないサイト 
 ワクチン接種量の増加に伴い台数が不足しているサイト 
 既存機材が調達後 8年を超えているサイト（機材到着時に 10年目を迎える機材） 

 
2）機材内容 

既存のコールドチェーン機材内容、電力事情、維持管理事情、UNICEF によるワクチン供給状況
を踏まえ、ワクチンの保存に求められる機材とし、上述の対象施設に対し、新規、追加、更新機材

を配備する。 
 
新規機材： コールドチェーン機材が無いことから、現状ではワクチン接種活動が行えていない

サイトへの配備。 
追加機材： サイトにおいてワクチン保存容量が不足し、十分な在庫を確保することが困難とな

っているサイトへの配備。 
更新機材： 調達後 8年以上が経過し、冷蔵能力の低下、修理費の増加が想定される機材を有し

ているサイトへの配備。 
 
（2）自然環境条件に対する方針 

｢マ｣国では例年 11月から 3月ごろが雨季に当たり、山間部等道路事情の悪い地域において輸送
が困難となる地域がある。このため、内陸輸送期間が雨季に当たらないように計画を策定すること

とする。 
 
（3）社会経済条件に対する方針 

｢マ｣国は一人当たりの GNIが 280米ドルと、サブサハラ･アフリカの平均(842米ドル)を大きく下
回り、最貧国の一つに数えられている。2002年の政治危機の影響で一時は経済がマイナス成長を記
録したが、その後観光サービス業の伸び等にも助けられ徐々に回復し、近年は緩やかなプラス成長

に転じている。経済成長が国家最大の目標であることから、鉱工業やサービス業等に対する支出に

比べ、保健分野に対する支出は低く、一人当たり 4.3 米ドルと、サブサハラ･アフリカ諸国のうち
で最低水準にある。 
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このような状況の中、｢マ｣国が直面する経済状況を考慮し、本協力対象事業では｢マ｣国側の財

務的負担をできる限り軽減する計画とする。 
 

（4）運営・維持管理に対する方針 
要請機材は冷凍庫と冷蔵庫であるため、特別な維持管理の知識、経験が必要とされるものでは

ない。そのため、各施設に配置された PEV 担当者や看護師のレベルで対応可能であり、一般常識
的な日常の清掃、目視点検などが必要とされるのみである。しかし、電気/灯油式冷蔵庫-アイスパ
ック冷凍庫とソーラー式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫に関しては、以下の維持管理業務が必要とな
る。 

 
機材 維持管理業務 

電気/灯油式冷蔵庫-アイスパック
冷凍庫 
（灯油で使用する場合） 

・芯が適切な長さを維持しているかの目視確認、小
さくなっていた場合の交換 

・煙突部分のすすの清掃 
ソーラー式冷蔵庫-アイスパック
冷凍庫 
(密閉型バッテリーでない場合) 

・バッテリー液の定期点検、補充 

 
（5）機材のグレード・仕様等に対する方針 

｢マ｣国保健家族計画省は｢マダガスカル国コールドチェーン修復計画(2004-2013)｣の中で、2003年
以前に調達されたコールドチェーン機材の問題点、課題を抽出し、今後の機材整備に求められる機

材内容（仕様、交換部品の調達、耐用年数、等）が提言されている。 
本無償資金協力においては、同計画で推奨される機材の仕様を基本とする。また、｢マ｣国の劣

悪なコールドチェーン体制（高温地域、電力事情、悪路による困難なワクチン搬送、等）を踏まえ

ると、ワクチンの損失を防ぐため、WHOおよび UNICEFの定めた基準に合致したコールドチェーン
機材が最適であり、かかる基準を調達機材の仕様に含める。 

 
（6）調達に対する方針 

現地調査および国内解析の結果、要請された機材で、WHOおよび UNICEFの基準を満たしたコー
ルドチェーン機材は日本および｢マ｣国製品には無いことから、第三国製品の調達を計画する。 

 
（7）計画数量に対する方針 

A. 対象グループ 
ワクチン接種が求められる 1 歳未満児およびリプロダクティブ期の女性（15～49 歳）を対象

とする。リプロダクティブ期の女性については、出産時における新生児への破傷風の二次感染

の予防のため、破傷風ワクチン接種は必要不可欠であることから、本計画に含める。 
 

B. 対象人口 
2009年に調達予定の機材が 10年間稼動すると仮定して、2019年の予想人口を対象とする。リ

プロダクティブ期の女性の対象人口については、マダガスカル国保健家族計画省統計に基づき、

全人口の約 4.5％（毎年リプロダクティブ期に加わる人口）とする。 
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C. 人口増加率 
人口増加率は、保健家族計画省統計によると年率 2.8％の伸びを記録していることから、今後
も同様の増加率を維持するものと想定する。 

 
D. 対象ワクチンと保管量 

｢マ｣国で実施されているワクチンの種類と保管必要量は表 3-1のとおりである。本計画で調達
されるコールドチェーン機材は、下記のワクチンの保管を目的とする。1～6 が新生児用のワク
チンで、6のヘモフィルス-インフルエンザ b型菌（Hib）は 2008年から新規導入予定のワクチン
である。7 の破傷風は三種混合のうちの一つで、新生児が生後 1 年間で 3 回接種する。その後、
女性は思春期からリプロダクティブ期に一人当たり 5回の追加接種が行われている。 

 
表 3-1 対象ワクチン 

接種ワクチン 対象 
１．ポリオ 新生児(満 1 歳未満児) 
２．BCG 新生児(満 1 歳未満児) 
３．麻疹 新生児(満 1 歳未満児) 
４．三種混合 新生児(満 1 歳未満児) 
５．B 型肝炎 新生児(満 1 歳未満児) 
６．Hib 新生児(満 1 歳未満児)*2008 年より導入予定 

７．破傷風 リプロダクティブ期の女性(破傷風単独の追加接

種) 
出典：WHO/UNICEF Product Information Sheet 2000 年版 

 

E. 予防接種率 
対象人口に占める各ワクチン予防接種率を表 3-2 に示す。資料 9 および 10 で示すとおり、対
象人口に対して既存コールドチェーン機材でのワクチン保管容量は絶対的に不足している。こ

れに対し、｢マ｣国保健家族計画省は接種率の上昇を目標とし、｢保健セクター開発計画

（2007-2011）｣の中で、｢2011 年までにコールドチェーン機材の普及率を 95％に上げワクチン管
理を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80％以上にする｣ことを掲げている。 
したがって、本プロジェクトにおいてコールドチェーン機材を調達する必要性は大きいと考

えられる。 
 

表 3-2 対象人口における予防接種率   *単位：% 
ワクチン内容 予防接種率 

BCG 72 
麻疹 59 
ポリオ 63 
B 型肝炎 61 
破傷風追加 N/A 

出典：WHO 

               

F. 一人当たりのワクチン保管必要量 
一人当たりのワクチン保管必要量は、WHOおよび UNICEFにより設定されている量を根拠とす
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る。WHOおよび UNICEFでは、1接種あたりの容量に接種回数、廃棄率をかけ保管必要量を算出
している。WHOおよび UNICEFが設定する各ワクチンの一人当たりの必要保管量は表 3-3のとお
りである。 

 
表 3-3 新生児（一歳未満児）用ワクチン保管必要量 

接種ワクチン 
接種
回数
（年） 

1 接種当たり
容量(ｃｍ3) 廃棄率 

一人当たり保管
必要容量(cm3) 

ﾏﾙﾁﾄﾞｰｽﾞ 

一人当たり保管
必要容量(cm3)
ｼﾝｸﾞﾙﾄﾞｰｽﾞ 

１．ポリオ 4 1.5 1.6 9.6 9.6
２．BCG 1 1.5 2.0 3.0 3.0
３．麻疹 1 3.0 1.6 4.8 4.8
４．三種混合 3 2.5 1.6 12.0 60.4
５．B 型肝炎 3 3.0 1.6 12.0 60.4
６．Hib 3 18.3 1.1 - 60.4

1～6 の合計 198.6
破傷風 2 2.5 1.6 8.0 40.3

出典：WHO/UNICEF Product Information Sheet 2000 年版

 
WHO は集団接種を前提としてマルチドーズの必要量を設定し、一方単独接種の場合にはシン
グルドーズによる必要量を定めている。｢マ｣国においては、予防接種週間や母子強化月間等の

集団接種が原則であるが、山間部や遠隔地の住民を中心として、定められた期間に医療施設へ

のアクセスが困難な地域では実施が不規則にならざるを得ず、必ずしも WHOが設定したマルチ
ドーズの必要量では賄いきれなくなってきている。したがって、本プロジェクトでは、シング

ルドーズの必要量を設定根拠として採用する。 
 

a. 新生児用ワクチン保管必要量 
表 3-3 から、2008 年実施予定の Hib を含めると、一人当たり年間に必要なワクチン保管量は

198.6cm3となる。 
 
b. リプロダクティブ期の女性用ワクチン保管必要量 

WHO の小児に対する破傷風ワクチン保管必要量は、表 3-4 に示すように 1 回あたり 20.15cm3
であり(2回で 40.3cm3)リプロダクティブ期の女性に対しても同等とする。｢マ｣国では破傷風の追
加接種を、妊娠判明時、判明時から 1ヵ月後、6ヵ月後、1 年後、2年後の計 5 回行っているた
め、一人が生涯に必要とする保管容量は、表 3-4に示すとおり、20.15cm3の 5倍である 100.75cm3
となる。 

 
表 3-4 破傷風ワクチン保管必要量 

接種ワクチン 
小児一人当たり(2 回接種)保
管必要容量(cm3) 
ｼﾝｸﾞﾙﾄﾞｰｽﾞ 

小児一回当たり保管必要容

量(cm3) 
ｼﾝｸﾞﾙﾄﾞｰｽﾞ 

女性一人当たりの 5 回接種

分の必要容量(cm3) 
ｼﾝｸﾞﾙﾄﾞｰｽﾞ 

破傷風 40.3 20.15 100.75
出典：WHO/UNICEF Product Information Sheet 2000 年版

 
G. プロジェクト全体の保管必要量 

｢マ｣国ではワクチンが年 4回に分け中央から下位施設に調達されるため、全体保管必要量の 4
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分の 1のワクチンを保管できるコールドチェーン機材が必要となる。 
したがって、上記 a.および b.で設定した一人当たりの保管必要量に、上記 A~C で設定した各
県および郡保健局内の対象人口を乗じ、さらに 4分の 1を乗じた量を保管必要量とする。ちなみ
に、｢マ｣国全体のワクチン保管必要量は、新生児用では 49,873,630ｃｍ3（年間必要量 198.6ｃｍ
3×2019年新生児総数 1,004,504÷４期）、リプロダクティブ期の女性では 32,223,955ｃｍ3（年間必要
量 100.75ｃｍ3×2019 年対象人口総数 1,279,363÷４期）となる。各県および郡の必要量は、資料 9
および 10に示す。 

 
H. 計画台数 
電気式冷凍冷蔵庫、切替式の必要台数については、1 台あたりのワクチン保管容量が 126L であ

るため、必要容量を 126で割った数とし、要請台数を上限として計画台数とする。電気式冷凍冷蔵
庫、電気/灯油式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫およびソーラー式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫の数量に
ついては、要請された各郡において必要となる最低限の数量を計画する。 

 
（8）全体工程に対する方針 

本計画の工期はわが国の無償資金協力の仕組みに従い単年度内に完了することとする。 
 
3-2-2 基本計画 
 
（1）全体計画 

機材内容については、対象となる施設の役割、活動内容、等を総合的に勘案し、各施設が有す

べき機能に合致したコールドチェーン機材とする。機材選定に関する基準は以下のとおりである。 
 

表 3-5 機材選定基準 
検討項目 検討概要 

○ 対象施設の活動内容に合致する基本的な機材 
△ より簡便な代替機材が存在する機材 

�使用目的 

× 対象施設の活動内容に合致しない機材、個人管理となる機材 
○ 当該施設の活動において必要不可欠と判断される機材、現有機材では診療環境が改善さ

れず、患者及び病院スタッフにとって良い影響が得られる機材 
�必要性 

× 活動内容からみても必要性が低く、裨益効果が限られる機材、現有機材での対応が可能
な機材、比較的廉価で相手国側での調達が可能と考えられる機材、共有化が図れる機材

○ 現状の技術レベルに適した機材、簡易なトレーニングにより活用できる機材 �技術レベル 
× 高度な取扱い技術を要し、将来的にも技術レベルの向上が見込めない機材 
○ 操作する職員が配置されている、あるいは見込める機材 �運営体制 
× 操作する職員の配置が見込めない機材 
○ 維持管理が容易で現状の職員で十分対応できる機材。メーカーの維持管理体制が整備さ

れている、あるいは現地で消耗品・交換部品の入手が容易な機材 
�維持管理体
制 

× 維持管理が困難で、機材の導入後維持管理上の問題が生じると思われる機材。現地で消
耗品・交換部品の入手が困難な機材 

○ 運営・維持管理費をほとんど必要としない機材、または現有機材の更新で相手国側の予
算措置に負担がかからない機材 

�運営･維持管
理経費 

× 新規あるいは追加機材で運営・維持管理費が莫大に必要となり、予算措置に問題が生じ
ると思われる機材 

○ 妥当であると判断し、計画対象とする機材 �総合判定 
× 計画に含めない機材 
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要請機材の検討結果は資料 7に示すとおりである。なお、計画機材名は適切に改めた。 
 
県保健局及び予防接種課向けに要請のあったコールドボックスに関して、2004 年度の日本の無

償資金協力で計 250個を調達し、さらに UNICEFからの供与で既存のコールドボックスが多数ある
こと、電気や灯油を使う機材ではないので経年劣化は比較的少ない機材であること、また、基本設

計調査の際に確認ができたコールドボックスに関して故障のある機材はなかったこと、などから、

コールドボックスは計画対象外とする。 
 
（2）機材の検討概要 

対象施設における機材検討概要を以下に記す。 
 

A. 県保健局 
上記設計方針にしたがって計画台数を計算すると、要請のあった 22すべての県保健局が必要

量を満たしていないことになる(資料 9参照)。 
したがって、電気式冷凍冷蔵庫、切替式に関しては、22 すべての県保健局に対して、各施設
の不足容量（必要数量―既存容量）に応じて、要請数の 65台を比例配分し、計画台数とする。 
なお、下表に「マ」国におけるワクチン調達計画量と、本プロジェクトにおける計画コール

ドチェーン機材容量と既存機材容量の合計の割合を示す。すべての県で計画量は調達量を下回

っており、調達した機材はワクチンの保管に有効に活用されると考えられる。 
 

表 3-6 ワクチン調達量と計画機材容量の割合 

県 ｢マ｣国ワクチン調
達計画量(cm3) 

調達後の保管可能容

量(既存量＋計画量) 
調達量に対する既存

量＋計画量の割合 
マダガスカルマダガスカルマダガスカルマダガスカル全国全国全国全国    (郡数郡数郡数郡数 111) 27,632,216 19,345,000 70%
アンタナナリボアンタナナリボアンタナナリボアンタナナリボ州州州州 6,724,720 3,864,000 57%
ｱﾅﾗﾏﾝｶﾞ県 (郡数 8) 2,831,461 1,662,000 59%
ﾎﾞﾝｺﾞﾗﾊﾞ県 (郡数 2) 707,865 606,000 86%
ｲﾀｼ県 (郡数 3) 1,061,798 732,000 69%
ｳﾞｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗ県 (郡数 6) 2,123,596 864,000 41%
アンチラナナアンチラナナアンチラナナアンチラナナ州州州州 2,028,622 1,422,000 70%
ｻｳﾞｧ県 (郡数 4) 901,610 642,000 71%
ﾃﾞｨｱﾅ県 (郡数 5) 1,127,012 780,000 69%
フィアナランツォアフィアナランツォアフィアナランツォアフィアナランツォア州州州州 5,522,640 4,338,000 79%
ｻﾄﾞ･ｴｽﾄ県 (郡数 5) 1,200,574 858,000 71%
ｳﾞｧﾄｳﾞｧｳﾞｨ･ﾌｨﾄｳﾞｨﾅﾆ県 (郡数 6) 1,440,689 1,110,000 77%
ﾊｳﾃ･ﾏﾂｨｱﾄﾗ県 (郡数 5) 1,200,574 1,032,000 86%
ｱﾓﾛﾆﾏﾆｱ県 (郡数 4) 960,459 732,000 76%
ｲｵﾛﾝﾍﾞ県 (郡数 3) 720,344 606,000 84%
マジュンガマジュンガマジュンガマジュンガ州州州州 3,671,663 3,036,000 83%
ﾎﾞｴﾆ県 (郡数 6) 1,049,047 780,000 74%
ﾍﾞｽﾃｨﾎﾞｶ県 (郡数 3) 724,523 606,000 84%
ﾒﾗｷ県 (郡数 5) 674,206 606,000 90%
ｿﾌｨｱ県 (郡数 7) 1,223,888 1,044,000 85%
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トアマシナトアマシナトアマシナトアマシナ州州州州 4,082,951 2,748,000 67%
ｱﾂｨﾅﾅﾅ県 (郡数 7) 1,587,814 1,032,000 65%
ｱﾗﾄﾗ･ﾏﾝｺﾞﾛ県 (郡数 5) 1,134,153 750,000 66%
ｱﾅｧﾝｼﾞﾛﾌｫ県 (郡数 6) 1,360,984 966,000 71%
トリアラトリアラトリアラトリアラ州州州州 5,601,619 3,937,000 70%
ｻﾄﾞ･ｳｴｽﾄ県 (郡数 9) 2,400,694 1,248,000 52%
ｱﾝﾄﾞﾛｲ県 (郡数 3) 1,066,975 732,000 69%
ｱﾉｼ県 (郡数 3) 1,300,231 1,225,000 94%
ﾒﾅﾍﾞ県 (郡数 5) 833,719 732,000 88%

 
B. 郡保健局 

要請のあった 111の郡保健局のうち、87の施設が必要量を満たしていないことになる(資料 10
参照)。 
したがって、87 施設に対して、電気式冷凍冷蔵庫、切替式を各施設の不足容量（必要数量―

既存容量）に応じて、要請数の 129台を比例配分し、計画台数とする。 
 

C. 郡病院（CHD）、基礎保健センター（CSB）、県レファラル病院（CHRR）、小児病院 
マダガスカル国コールドチェーン修復計画(2004～2013)によると、コールドチェーン機材は 10

年(機種によっては 5 年)で更新するとあり、現地調査においても、1999 年以前に製造された 25
台のうち、機能に問題があるものは 12台に上ったことから、調達後 10年を迎える頃には半数以
上が機能に何らかの支障をきたすことが考えられる。このことから、10 年を目安に更新を行う
という保健家族計画省の方針は、妥当であると考えられる。 
予防接種課で管理している機材台帳によると、要請された郡病院等の 484 施設のうち比較的

新しい機材(調達 8年未満)を有する施設が 26あり、これら施設は計画対象外とする。残る 458施
設の内、コールドチェーン機材を有しない施設は 152施設ある。各施設の保管不足容量のデータ
が不足しているため、配置数は、最低台数の 1台とする（資料 11参照）。 
なお、この内、道路事情等により灯油の定期的な調達が困難な 29施設については、ソーラー

式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫を、1施設に電気式冷蔵庫、切替式を、22施設に電気式冷蔵庫を、
残りの 406施設は電気/灯油式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫を計画する。 

 
D. 予防接種課（SV） 

上記｢マ｣国コールドチェーン修復計画(2004～2013)によると、予防接種課は 22立米のプレハブ
冷蔵庫を保有しているが、冷凍機能はない。冷凍の必要なワクチンに関しては、民間企業や血

液銀行に保管を依頼している。同計画によると、予防接種課が必要とする冷凍庫必要容量は 4
立米である。電気式冷凍冷蔵庫、切替式１台当たりの容量は 126Lであるため、必要数は 32個で
あるが、予防接種課用として我が方に要請された数量（5台）を上限に調達を計画する。 

 
（3）機材計画 

計画機材台数と対象施設の概要を表 3-7に示す。 
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表 3-7 計画機材リスト 
計画台数 (施設数) 

機
材
番
号 

機材名 総
数 

A.県保健局
DRSPFPS

 
(22) 

B.郡保健局
BSD 

 
(111) 

C.郡病院
CHD 

 
(45) 

C.基礎保健
ｾﾝﾀｰ 
CSB 
(439) 

C.県ﾚﾌｧﾗﾙ
病院 
CHRR 

(1) 

C.小児 
病院 

 
(1) 

D.予防 
接種課 

SV 
(1) 

1 電気式冷凍冷蔵庫、切替式 200 65 129 1       5

2 電気式冷凍冷蔵庫 22     19 2 1     

3 電気/灯油式冷蔵庫-アイスパ

ック冷凍庫 
406     22 383  1   

4 ソーラー式冷蔵庫-アイスパッ

ク冷凍庫 
29       29       

5 コールドボックス 0               

  合計 657 65 129 42 414 1 1 5

 
3-2-3 調達計画 
 
3-2-3-1 調達方針 

本協力対象事業は、日本政府の無償資金協力の枠組みにしたがって実施される。すなわち、日

本・｢マ｣両国政府により承認され、交換公文（E/N）が締結された後、正式に開始される。その
後、日本法人のコンサルタントは、｢マ｣国側と結んだ契約に基づき実施設計業務（実施設計図書

の作成）を行う。また、入札によって決定された日本法人の機材調達業者は、機材納入を行う。 
施工計画に関する検討は、コンサルタントと｢マ｣国側実施機関の関係者との間で、実施設計期

間中に実施される。また、日本・｢マ｣国双方の負担工事が、本報告書の実施スケジュールに基づ

いて円滑に遂行されるよう協議を行う。 
 

（1）実施体制 
本プロジェクトの主管官庁は｢マ｣国保健家族計画省であり、実施機関は同省予防接種課である。 

 
（2）コンサルタント 

日本・｢マ｣両国政府による E/N締結後、日本法人コンサルタントは日本の無償資金協力の手続き
に従い、｢マ｣国側実施機関とコンサルタント契約を結ぶ。コンサルタントは、この契約に基づき以

下の業務を行う。 
 
 実施設計 ：実施設計図書（仕様書及びその他技術資料）の作成 
 入札 ：機材調達業者の選定、及び調達契約に関する業務協力 
 調達監理 ：機材調達の監理 

 
実施設計とは、本基本設計調査に基づいて調達計画の詳細を決定し、機材調達を行う日本法人

の調達業者を選定するための入札に必要な、仕様書、入札指示書、業者契約書案からなる入札図書

を作成することである。 
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入札に際しては、入札公告、入札参加願の受理、資格審査、入札図書の配布、応札書類の受理、

入札結果評価等の入札業務を行い、｢マ｣国側実施機関と調達業者との間の機材調達契約に関する助

言と、日本政府への報告等に関する業務協力を行う。 
調達監理とは、調達業者の業務が契約書どおりに実施されているか否かを確認し、契約内容の

適正な履行を確認する業務である。また協力対象事業の実施を促進するため、公正な立場から以下

の業務を行う。 
 

1）機材調達に対する指導･助言・調整 
機材調達工程、計画等の検討を行い、調達業者に対して指導・助言・調整を行う。 

2）書類等の検査および承認 
調達業者から書類等の検査・指導を行い、承認を与える。 

3）機材の確認および承認 
調達業者が調達しようとするコールドチェーン機材と契約図書との整合性を確認し、その採用

に対する承認を与える。 
4）検査 

必要に応じ、機材の製造工程での検査に立ち会い、品質及び性能の確保にあたる。 
 

（3）機材調達業者 
入札によって選定された機材調達業者は、｢マ｣国側と契約を結ぶ。業者はこの契約に基づき、

機材の調達を行う。また機材引渡し後も、継続的に機材のスペアパーツ及び消耗品の有償供給・指

導を受けられるような体制を構築する。 
 
3-2-3-2 調達上の留意事項 

｢マ｣国では 11月から 3月までが雨季に当たるため、乾季中にすべての機材が目的地に到着する
ように計画する。 

 
3-2-3-3 調達・据付区分 

本協力対象事業の実施は、日本国と｢マ｣国との相互協力により実施される。本協力対象事業が

日本国政府の無償資金協力によって実施される場合、両国政府の機材調達に関しての工事負担範囲

は下記のとおりとする。 
 

（1）日本側 
• 協力対象となる機材の調達および荷揚港までの海上輸送 

（2）｢マ｣国側 
• 通関業務および免税措置 
• 荷揚港より目的地までの内陸輸送 
• 協力対象となる機材の据付および試運転・調整 
• 協力対象となる機材の操作、保守の説明・指導 
• 調達機材の設置に伴う既存機材の移動・撤去、設置場所の整備 

 



 33

3-2-3-4 調達監理計画 
 
（1）調達監理方針 

日本政府が行う無償資金協力の方法に基づき、コンサルタントは基本設計の主旨を踏まえ、実

施設計業務のため一貫したプロジェクト遂行チームを編成し、円滑な業務実施を行う。調達監理に

かかる方針は次のとおりである。 
 

• 両国関係機関の担当者と密接な連絡を行い、遅滞なく機材調達の完了を目指す。 
• 機材納入業者とその関係者に対し、公正な立場にたって迅速かつ適切な指導・助言を行う。 
• 機材引渡し後の機材管理について適切な指導・助言を行う。 
• コンサルタントは機材引渡しが終了し、契約条件が遂行されたことを確認のうえ、機材の引
渡しに立会い、｢マ｣国側の受領承認を得て業務を完了させる。 

 
（2）調達監理計画 

コンサルタントは上記の業務を遂行するにあたり、調達監理技術者および検査技術者により監

理を行う。この他、日本国内にも担当技術者を配置し、現地との連絡業務およびバックアップにあ

たる体制を確立する。また、日本政府関係者に対し、協力対象事業の進捗状況・支払手続等に関す

る必要諸事項の報告を行う。 
 

3-2-3-5 品質管理計画 
本プロジェクトで調達を予定している機材はすべて既製品とし、これまでに各国の医療施設に

納入実績のある機材より選定する。また、それぞれの機材の製造基準についてはWHOおよびUNICEF
の基準を満たしている機材を選定する。 

 
3-2-3-6 資機材等調達計画 

 
（1）機材調達計画 

すべての計画機材に関して、製造しているメーカーは日本及び「マ」国に存在しないことから、

第三国製品の調達を計画する。 
 

（2）輸送計画 
・海上輸送 

機材は防湿密閉梱包後、コンテナにより各港から「マ」国の主要貿易港であるトアマシナ港

に輸送し、荷揚げをする。EU の港からトアマシナ港までは、モーリシャス、レユニオン島など
を経由し、輸送期間は約 1.5 ヶ月を要する。トアマシナ港での通関業務は「マ」国の負担事項
である。 

 
・内陸輸送 

通関終了後、トアマシナ港の指定倉庫にて仕分け作業を行い、各サイトまではトラック輸送

を行う。内陸輸送は「マ」国側の負担となる。 
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「マ」国の都市部における主要幹線道路は舗装が比較的進んでいるが、地方部においては未

舗装路が多く、また本計画の対象となる CSB 等にアクセスする脇道は、ほとんどが未舗装路で
ある。これら未舗装路や急勾配の悪路では、安全面からトラックは低速での走行を余儀なくさ

れる。したがって、内陸輸送計画においては、余裕を持って期間を設定することが望まれる。 
 
3-2-3-7 初期操作指導・運用指導等計画 

調達される機材は冷凍庫及び冷蔵庫であること、またほとんどの機材が既存機材の更新である

ことから、初期操作指導や運用指導等は必要ない。 
 

3-2-3-8 技術指導（ソフトコンポーネント）計画 
本案件では技術指導(ソフトコンポーネント)は計画しない。 

 
3-2-3-9 実施工程 

本協力対象事業の実施に関する交換公文が日本・｢マ｣両国間で締結された場合、以下の各段階

を経て機材の調達が実施される。 
 

表 3-8 業務実施工程表 
月数

項目 1 2 3 4 5 6 7 

実施設計        

調達管理  
 

      

 国内作業現地業務 

最終確認調査

入札図書作成

入札図書承認

入札公示

入札、評価、契約

機材製造

輸送･通関 

（計 5.5ヶ月） 

（計 4.0ヶ月） 

引渡し 
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3-3 相手国側分担事業の概要 
 

本プロジェクトにおいて、｢マ｣国側実施機関が負担すべき項目は以下のとおりである。 
 
（1）機材輸送･据付関連 

 通関業務および免税措置 
 荷揚港より目的地までの内陸輸送 
 協力対象となる機材の据付および試運転・調整 
 協力対象となる機材の操作、保守の説明・指導 
 調達機材の設置に伴う既存機材の移動・撤去、設置場所の整備 

 
（2）設備、運営関連 

 対象施設に対する機材使用者の適切な配置 
 納入機材の維持管理にかかる予算の確保 

 
（3）その他 

 銀行間取極めによる支払授権手数料等の支払い 
 贈与に基づいて購入される生産物の速やかな陸揚げ及び通関手続き 
 認証された契約に基づき調達される生産物及び役務のうち、日本国民に課せられる関税、付

加価値税、その他課徴金の免除 
 認証された契約に基づき調達される日本国民の役務について、その作業遂行のための入国及

び滞在に必要な便宜供与 
 本プロジェクト実施に必要な許可、免許、その他必要な措置 
 その他、無償資金協力に含まれないものの、本プロジェクト遂行に必要となる全ての費用負

担 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 
 
3-4-1 運営計画 
 

既述のとおり、本プロジェクトの主管官庁は｢マ｣国保健家族計画省である。保健家族計画省は、

社会保障局、保健局および業務局とに分けられる。プロジェクト実施機関は、社会保障局、母子保

健部に属する予防接種課(Service de la Vaccination)である。予防接種課には、合計 36人の職員が働いて
いる。なお、本プロジェクトの実施責任者は、同課の課長である Dr. Bakolalao Randriamanalinaであり、
実務担当者は Mr. Alexandre Rakotonandrasanaである。 
予防接種課の業務は、国家保健政策の中で定義された本プロジェクトの戦略的方向付け、実施

方法の決定、実施後のフォロー及び評価である。また、本プロジェクトの枠組みの中で、各医療施

設への技術的及びロジスティックな側面支援を外国や国際機関、NGO等と協同で行う。 
本案件で要請されたサイトの大多数は CHDや CSB等の末端の医療施設であるが、これらの施設

は、全国 111の郡に設置された郡保健家族計画局(Service de District de la Santé et du Planning Familial,SDS)
が管轄し、各 SDSは、全国 22県に配置された、最上位の地域保健行政単位である県保健家族計画
局(Directions Régionale de la Santé et du Planning Familial, DRS)が管轄する。 

 
3-4-2 維持管理計画 
 

調達される機材の維持管理に対しては、中央レベルにおいては、業務局、業務財務部に属する

インフラ･機材維持課（Service des Infrastructures, Equipments et Maintenance, SIEM）に 10人の職員が配置
されており、維持管理業務を担当する。県レベルにおいては、維持管理・衛生改善課(Service de la 
Maintenance, de l’Assainissement et du Génre Sanitaire, SMAGS)が各 DRSに配置され、維持管理業務にあた
る。また、各郡の BSDにおいても、ほとんどの調査実施サイトにおいて、予防接種強化計画（PEV）
担当者(le responsable PEV)が配置されており、CSB以下の末端施設の維持管理業務を行っている。 
現状の維持管理業務に関して、PEV担当が簡単な修理や点検を行うが、高度な修理が必要な場合

は、DRS に配置されている SMAG 経由で中央に機材が送られ、SIEM の技術者あるいはメーカーの
テクニシャンによる修理が行われている。 
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3-5 プロジェクトの概算事業費 
 
3-5-1 協力対象事業の概算事業費 
 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、239.3 百万円(日本側 230.4 百万円､
｢マ｣国側 8.9百万円)となり、先に述べた日本と｢マ｣国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下
記(3)に示す積算条件によれば、次のとおりと見積もられる。ただし、この額は交換公文上の調達限
度額を示すものではない。 

 
（1）日本側負担経費 

概算総事業費 約 230.4百万円 
 

表 3-9 日本側負担経費 
事業費区分 概算事業費（百万円） 

機材 212.6 
実施設計・調達管理 17.8 
合計 230.4 

 
（2）｢マ｣国側負担経費 136,815千マダガスカルアリアリ（MGA） （約 8.9百万円） 

 

表 3-10 ｢マ｣国側負担経費 
事業区分 合計金額 

内陸輸送費 133,121 千 MGA (約 8.7 百万円) 
銀行取極めにかかる手数料 3,694 千 MGA (約 0.2 百万円) 

合計 136,815 千 MGA (約 8.9 百万円) 
｢マ｣国アリアリ（MGA） MGA1＝0.065 円 

  
（3）積算条件 

① 積算時点 ：平成 19年 11月 
② 為替交換レート ：ユーロ €1＝164.56円（過去 6ヶ月平均 TTS） 
③ 調達期間 ：詳細設計、機材調達の期間は工程表に示したとおりである。 
④ その他 ：積算は日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする。 

 
3-5-2 運営・維持管理費 

 
（1）運営・維持管理予算 

冷蔵庫に使用する灯油代を含む機材の運営・維持管理費は、施設ごとに予算計上されているわ

けではなく、各施設が自らの予算内で維持管理費をまかなっている。各 DRSに配置されている PEV
担当が簡単な修理や点検を行うが、高度な修理が必要な場合は、DRSに配置されている SMAG経由
で中央に機材が送られ、SIEM の技術者あるいはメーカーのテクニシャンによる修理が行われてい
る。修理にかかる予算は、都度 SIEMが中央保健家族計画省に申請を行い、予算化される。 
要請機材は冷凍庫と冷蔵庫であるため、特別な維持管理の知識、経験が必要とされるものでは
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ない。そのため、各施設に配置された PEV 担当者や看護師のレベルで対応可能であり、一般常識
的な日常の清掃、目視点検などが必要とされるのみである。しかし、電気/灯油式冷蔵庫-アイスパ
ック冷凍庫(灯油で稼動する場合)では、煙突部分のすすの清掃、芯の交換等が必要となる。 
本案件で調達されるコールドチェーン機材の使用により発生する維持管理費は、下表のとおり

新規納入分及び更新分を含め、1年間に約 MGA3.16億と予測される。 
 

表 3-11 各施設の運営維持管理費の予測 
機材名 数量 維持費

項目 
単価 想定 年額 

（MGA） 
電気式冷凍冷蔵

庫、切替式 
200(追加) 電気代 1.17kWh 日/台、 

MGA161/kWh 
24 時間/日、365 日/年使用 13,751,010

17(追加) 電気代 1,578,428電気式冷凍冷蔵

庫 5(更新) 電気代

1.58kWh 日/台、 
MGA161/kWh 

24 時間/日、365 日/年使用 
 464,244

120(新規・追加) 芯交換 2,430,120電気/灯油式冷蔵

庫 -アイスパック

冷凍庫 
286(更新) 芯交換

8 ﾕｰﾛ（MGA20,251） 1 年に１回交換 
5,791,786

120(新規・追加) 灯油代 86,400,000電気/灯油式冷蔵

庫 -アイスパック

冷凍庫 
286(更新) 灯油代

MGA2,000/L 
 

30L/月使用、12 ヶ月/年使用 
 205,920,000

合計 316,335,588
 
「マ」国国家財政の推移は下表に示すとおりである。2002 年前半の政治危機を反映して一時国

家収入の落込みが見られたが、その後は安定した伸びが見られる。保健支出は、経済成長に伴い全

体の中で占める割合で減少が見られるが、下表の 3年間ではほぼ安定した増加を見ることができる。 
 

表 3-12 保健家族計画省収支内訳     *単位：10 億 MGA 
  2003 2004 2005 

名目国内総生産* 6,779 7,889 9,164 
国家収入*(外部支援･借款は含まず) 726 984 - 
国家支出* 1,322 1,822 2,053 
保健支出* 101 106 145 
国家支出の中で保健支出の占める割合（％） 7.6 5.8 7.1 
国内総生産の中で保健支出の占める割合（％） 1.5 1.3 1.6 

 
ここで本プロジェクトにおける機材調達の時期を 09年と想定する。上記のとおり、2003年から

2005 年の間では、名目国内総生産は年平均約 116％の伸び率を示し、国家支出は約 125％の伸び率
を示している。また、保健家族計画省の支出年平均 121％の伸び率で推移しており、歳入の増加が
保健家族計画省予算の増加に結びついていることがうかがえる。保健支出は 09 年までも同様の伸
び率で推移するものと想定し、09年の保健支出予測を以下のとおり試算する。 

 
表 3-13 保健家族計画省支出予測(09 年度)    *単位：10 億 MGA

  2005 2006 2007 2008 2009 
保健支出 145 162.5 182.2 204.3 229.0

 
表 3-11 で示すとおり、本プロジェクトにより調達する機材の維持管理費は年間約 MGA3.16 億と

見積もれる。これは表 3-13で示す保健支出 MGA2,290億の約 0.14％にとどまることから、本プロジ
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ェクトの実施に伴う維持管理費は、｢マ｣国保健家族計画省によって十分まかなえるものと考えられ

る。 
 
3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 
 

調達機材の原産地から｢マ｣国の港までの海上輸送は日本側の負担で行われるが、港での通関業

務、免税関連業務、および各サイトまでの内陸輸送、各サイトでの既存機材の廃棄、新規機材の据

付等の作業は｢マ｣国側の分担事項である。プロジェクトの円滑な実施のためにはこれらの業務がス

ムースに行われる必要がある。既述のように、｢マ｣国ではとくに地方部において道路事情が劣悪な

ことに加え、例年 11 月から 3 月ごろが雨季に当たり、この期間は輸送業務に困難が生じる恐れが
ある。このため、十分な余裕を持って内陸輸送計画を立案する必要がある。 

 
｢マ｣国に供与されるすべての援助品に対しては、関税や｢マ｣国内で課せられる税金は免除され

ることになっている。保健家族計画省は、毎年援助品に対する免税枠の確保を独立行政法人である

支出管理局(Contrôle des Dépense Engagé) に申請しており、2005年 7月に要請された本プロジェクト
の免税枠もすでに確保され、持ち越されている。なお通関においては、保健家族計画省より、調達

される機材が免税である旨の書面が作成され、通関業者によって手続きが行われる。 
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

4-1 プロジェクトの効果 

 

｢マ｣国においては、小児関連の保健指標が劣悪で、5 歳未満児死亡率が出生千人当たり 119 人、

乳幼児死亡率が出生千人当たり 74 人（2005 年、世界保健機関調べ）といずれも高い数値となって

おり、これらは低いワクチンの予防接種率が一つの要因と考えられている。 

髄膜炎、破傷風、麻疹、結核等が主要死亡原因として上位に位置し、これらはワクチンの予防接

種により防ぐことが出来る疾患である。しかしながら、予算不足等からコールドチェーン機材の更

新が遅れ、対象人口に対するワクチン保存容量が絶対的に不足し、十分な活動を行うことが難しい

状況にあり、2007 年時における各ワクチンの予防接種率は、BCG（72％）、麻疹（59％）、ポリオ（63％）、

B 型肝炎（61％）と低比率になっている。 

｢マ｣国政府は｢マダガスカル国家活動計画（2007-2012）：MAP｣、｢国家保健政策（2005 年 6 月 20

日版）：PNS｣、｢保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS｣、等を策定し、保健医療分野における

開発計画を推進している。MAP においては乳幼児死亡率を半減することを目標に掲げ、そのための

重要な活動として｢予防接種強化計画｣の促進を位置づけている。PDSS においては｢疾病対策（感染

症・非感染症）｣を優先項目に挙げ、2011 年までに感染症対策の一環としてコールドチェーンの普

及率を 95%に上げ、ワクチン管理を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80%以上に

増加させることを目標としている。 

 

このような課題に対し、協力対象事業を実施した場合の効果と現状改善の程度は次表の通りであ

る。 

 

表 4-1 計画実施による効果と現状改善の程度 

現状と問題 
本プロジェクトでの対策 

（協力対象事業） 
直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

コールドチェーン機材の整備
率が 2007 年の 78%（1,753 ヶ
所）から92%（2,059 ヶ所）に上
昇する。 

地域住民に対する予防接種
実施体制の改善に寄与する。 

コールドチェーン機材の老
朽化・不足により、十分なワ
クチンの予防活動が行えな
い。 

予防接種活動を行っている
施設に対するコールドチェ
ーン機材の整備。 

ワクチンの予防接種率が上
昇する。 
・BCG：72%? 上昇 
・麻疹：59%? 上昇 
・ポリオ：63%? 上昇 
・B 型肝炎：61%? 上昇 
・Hib：0%? 上昇 

感染症の罹患率が減少する。 
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4-2 課題・提言 

 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

 

本プロジェクト実施による効果を長期にわたり持続するため、「マ」国側の取り組むべき課題は

以下のとおりである。 

 

（1）ワクチン予防接種の広報活動 

｢マ｣国においては、電力、通信等のインフラ整備が遅れている地域が多く、ワクチン予防接種

にかかる情報をテレビ、ラジオ等で全ての地域住民に正確に伝えることは難しい。現状では、ポス

ター、ビラ、垂れ幕、あるいは各ワクチン接種活動を実施している施設の職員による口頭伝達とい

った形で出来る限りの広報活動を行っている。ワクチン接種が必要となる患者に確実に予防接種を

行うために、今後も地域住民に対する広報活動を十分に行うことが求められる。 

 

（2）ワクチン管理能力の向上 

ワクチンは一定の温度で保存し、また消費期限があることから、計画性をもった調達が求められ

る。ワクチンは県および郡レベルでの保存を経由して、ワクチン予防接種活動を行っている末端の

施設へと搬送されるが、一度搬送されたワクチンは期限内に使用する必要がある。 

計画性を持って管理を行わなければ調達したワクチンが無駄になってしまうことから、各レベル

でのワクチン管理計画、予防接種実施計画が重要となる。 

現在、保健家族計画省によりワクチン管理能力を向上するため、コールドチェーン機材の維持管

理も含めたワクチン管理の指導を各県で行っている。ワクチン接種活動を行っている施設は 2,000

箇所を超えることから、今後も適切なワクチンの調達と安全な管理を行うために継続的な指導を実

施することが望まれる。 

 

（3）プロジェクトの継続性 

コールドチェーン機材の整備はワクチン接種活動と共に継続性が求められる。｢マ｣国における

コールドチェーン機材の整備は日本国を始めとし、UNICEF 等の支援を受けて進められてきた。 

本プロジェクトの実施により機材の整備率は改善されるが、現在使用が可能な機材はいずれ老

朽化が進み更新が求められ、また、現在充足されていない施設への整備も必要となる。 

｢マ｣国においては 2003 年に実施した全国コールドチェーン機材の在庫目録を基本に、本プロジ

ェクトにて調達される機材のデータを更新し、次期のコールドチェーン機材整備計画を策定し、予

算化を進めることが望まれる。 

 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

 

現状においては必要なワクチンの調達は UNICEF の支援に依存しているところが大きい。今後も、

UNICEF 等との連携を行いつつ、ワクチンの必要量、種類について適切な調達計画を策定すること

が望まれる。 
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4-3 プロジェクトの妥当性 

 

本プロジェクトは以下の理由からわが国の無償資金を活用した協力対象事業として妥当である

と判断される。 

 

（1） 本プロジェクトは、｢マ｣国全 22 県のコールドチェーン体制の整備を行うことから、｢マ｣国全土の

１歳未満児約 100 万人、リプロダクティブ期の女性約 130 万人の合計約 230 万人が直接裨益する。 

 

（2）  ｢マ｣国の保健指標は近隣諸国と比べ劣悪なレベルにあり、特に小児に対する医療サービスが不

足している。5 歳未満児死亡率、乳幼児死亡率、新生児死亡率が高いレベルで推移しており、下

痢やはしか等、予防・治癒が可能な感染症が原因とされるケースが高いことが特徴である。｢マ｣

国は乳幼児死亡率の半減を目標に掲げ、予防接種強化計画の促進を重要な活動計画の一つとして

おり、本計画により予防接種活動の向上を側面で支えることが出来る。 

 

（3） 調達されるコールドチェーン機材は、冷凍庫と冷蔵庫であり、特別な維持管理の知識、経験が必

要とされるものではない。また、計画される機材の仕様は現状において各施設で活用されている

ものと同等であり、本プロジェクトにおいて調達される機材は有効に活用されることが見込まれ

る。 

 

4-4 結論 

 
本プロジェクトは、｢マ｣国の新生児および新生児の母子感染を予防すべきリプロダクティブヘ

ルス期の女性が裨益対象となり、その人口は総人口の約 13%に上る。母子医療は BHN の基本であ

り、国民の健康を守ることは｢マ｣国の経済発展と共に貧困削減にも通ずるものである。また、ワ

クチンの予防接種は現状においても活動が行われており、調達されるコールドチェーン機材は現

状の技術により問題なく使用することが可能である。従って、本プロジェクトは、｢マ｣国側に過

大な費用および新たな技術負担をかけることなく、ワクチンの予防接種活動が継続され、さらに

ワクチンの予防接種率の向上に寄与することから、我が国の無償資金協力を実施することの意義

は大であると判断される。 
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資料－１  調査団員・氏名 



資料－1

調査団員リスト

1. 基本設計調査

No. 氏名 担当 所属

1 麻野　篤 団長 ＪＩＣＡマダガスカル事務所次長

2 中村　さやか 計画管理
JICA
無償資金協力部
保健医療チーム

3 赤木　重仁 業務主任・機材計画
アイテック株式会社
海外事業本部経済協力部
部長

4 中島　浩則 機材・調達計画／積算
アイテック株式会社
海外事業本部経済協力部
室長

5 井口　憲彦 仏語通訳 アイテック株式会社

2. 概要説明調査

No. 氏名 担当 所属

1 麻野　篤 団長 ＪＩＣＡマダガスカル事務所次長

2 中村　さやか 計画管理
JICA
無償資金協力部
保健医療チーム

3 赤木　重仁 業務主任・機材計画
アイテック株式会社
海外事業本部経済協力部
部長

4 井口　憲彦 仏語通訳 アイテック株式会社

A-1



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２  調査工程(基本設計調査) 



資料‐2

団長 計画管理 業務主任/機材計画 機材･調達計画/積算 通訳

麻野篤 中村さやか 赤木重仁 中島浩則 井口　憲彦
1 10月19日 金 AM 成田→ﾊﾞﾝｺｸ
2 10月20日 土 ﾊﾞﾝｺｸ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ
3 10月21日 日 団内会議

AM JICA打ち合わせ JICA打ち合わせ
PM 保健省協議（ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ、質問書、等）

AM

PM ｱﾝﾃｨﾗﾅﾅⅡBSD､ﾗﾒﾅCSB2訪問、調査
AM
PM ｱﾝﾂｨﾝﾎﾞﾝﾄﾞﾙﾅCBS2訪問、調査
AM ｱﾝﾃｨﾗﾅﾅ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ(MD311/0915-1035)
PM ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾄﾘｱﾗ（MD722/16:00－17:40）
AM ｻｶﾗBSD､ｻｶﾗ内CSB2訪問、調査
PM ﾄﾘｱﾗⅡBSD､ｱﾝﾄﾞﾗﾉｳﾞｫﾘCSB2訪問、調査
AM
PM ﾄﾘｱﾗ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ（MD723/14:30-15:35）

10 10月28日 日 団内会議
AM ｱﾅﾗﾏﾝｶﾞDRS・ｱﾝﾄﾞﾗﾏｼﾅBSD・ｱﾝﾄﾞﾗﾏｼﾅ内CHD・CSB訪問、調査

PM

AM

PM ﾍﾞﾀﾌｫBSD、ﾍﾞﾀﾌｫ内CHD・CSB1・2訪問、調査
AM ﾍﾞﾀﾌｫ→ﾌｧﾗﾃｨﾎ、ﾌｧﾗﾃｨﾎBSD・ﾌｧﾗﾃｨﾎ内CHD・CSB訪問、調査

PM

AM ｱﾝﾍﾟﾌｨ→ｲﾀｼｰ､ｲﾀｼｰDRS･ﾐｱﾘﾅﾘｳﾞｫBSD・ﾐｱﾘﾅﾘｳﾞｫ内CSB訪問、調査

PM

AM ｲﾀｼｰ→ﾎﾞﾝｺﾞｧｳﾞｧ、ﾎﾞﾝｺﾞﾗｳﾞｧDRS訪問、調査
PM ﾁﾛｱﾉﾏﾝﾃﾞｨﾃﾞｨBSD・ﾁﾛｱﾉﾏﾝﾃﾞｨﾃﾞｨ内CSB訪問、調査

16 11月3日 土 ｱﾝﾍﾟﾌｨ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ
17 11月4日 日 団内会議

AM 他ドナー調査
PM UNICEF、WHOとの協議

19 11月6日 火 代理店調査
AM 輸送会社調査
PM 保健省ワクチン課との協議
AM 保健省協議（仕様書）
PM JICA打ち合わせ、USAID訪問
AM 質問書回収
PM 成田→ﾊﾞﾝｺｸ UNICEFとの協議

23 11月10日 土 AM ﾊﾞﾝｺｸ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ 資料整理
24 11月11日 日 AM 団内会議 ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ 業務主任と同じ

AM JICA打ち合わせ、大使館表敬 代理店調査 業務主任と同じ
PM 保健省次官表敬
AM ｱﾝﾂｧﾊﾃﾞｨﾝﾀCSB訪問 保健省協議 代理店調査 業務主任と同じ
PM 保健省協議
AM 保健省ミニッツ協議 代理店調査 業務主任と同じ
PM
AM 代理店調査 業務主任と同じ
PM JICA報告

大使館報告 ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ
29 11月16日 金 AM ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾊﾞﾝｺｸ ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾊﾞﾝｺｸ ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾊﾞﾝｺｸ 業務主任と同じ
30 11月17日 土 AM ﾊﾞﾝｺｸ→成田 ﾊﾞﾝｺｸ→成田 ﾊﾞﾝｺｸ→成田 業務主任と同じ

4 10月22日 月

ﾐｱﾘﾅﾘｳﾞｫ→ｿｱｳﾞｨﾅﾝﾄﾞﾘｱﾅ、ｿｱｳﾞｨﾅﾝﾄﾞﾘｱﾅBSD・ｿｱｳﾞｨﾅﾝﾄﾞﾘｱﾅ内CHD・CSB
訪問、調査

6 10月24日 水

5 10月23日 火

8 10月26日 金

7 10月25日 木

11 10月29日 月

9 10月27日 土

13 10月31日 水

12 10月30日 火

15 11月2日 金

14 11月1日 木

20 11月7日 水

18 11月5日 月

22 11月9日 金

21 11月8日 木

火

25 11月12日 月

基本設計調査日程

28 11月15日 木
ミニッツ署名

27 11月14日 水

26 11月13日

ｱﾝﾃｨﾗﾍﾞⅡ内CSB2訪問、調査
ｱﾝﾃｨﾗﾍﾞ→ﾍﾞﾀﾌｫ

ﾌｧﾗﾃｨﾎ→ｱﾝﾀﾆﾌｫｼｰ、ｱﾝﾀﾆﾌｫｼｰBSD・ｱﾝﾀﾆﾌｫｼｰ内CHD・CSB2訪問、調査
ｱﾝﾀﾆﾌｫｼｰ→ｱﾝﾍﾟﾌｨ

ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾃﾞｨｴｺﾞｽｱﾚｽ（MD310/0730-0850）
ﾃﾞｨｱﾅDRS、ｱﾝﾃｨﾗﾅﾅⅠBSD訪問、調査訪問、調査

ﾄﾘｱﾗⅠBSD､ﾄﾘｱﾗⅠ内CSB1・CSB2訪問、調査

ｱﾝﾄﾞﾗﾏｼﾅ→ｱﾝﾊﾞﾄﾗﾝﾋﾟ､ｱﾝﾊﾞﾄﾗﾝﾋﾟBSD・ｱﾝﾊﾞﾄﾗﾝﾋﾟ内CHD・CSB訪問、調査
ｱﾝﾊﾞﾄﾗﾝﾋﾟ→ｱﾝﾃｨﾗﾍﾞ

ｱﾝﾃｨﾗﾅﾅ→ｱﾝﾋﾞﾛﾍﾞ､ｱﾝﾋﾞﾛﾍﾞBSD訪問、調査
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資料－３  調査工程(概要書説明調査) 



資料-3

団長 計画管理 業務主任/機材計画 通訳

麻野篤 中村さやか 赤木重仁 井口　憲彦
1 2月22日 金 成田→ﾊﾞﾝｺｸ
2 2月23日 土 ﾊﾞﾝｺｸ→ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ
3 2月24日 日 団内会議

AM 保健家族計画省との協議（概要書説明）
PM
AM ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ着 保健家族計画省との協議（機材仕様、工期等）
PM
AM 保健省との協議（先方負担事項等）
PM
AM 保健省との協議（ミニッツ）
PM ミニッツ署名
AM 大使館、JICA事務所報告 ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ→ﾊﾞﾝｺｸ
PM
AM ｱﾝﾀﾅﾅﾘﾎﾞ発
PM

7

2月26日

ﾊﾞﾝｺｸ→成田

基本設計概要説明調査日程

9 3月1日 土

8 2月29日 金

火

2月28日 木

4 2月25日 月

6 2月27日 水

5
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資料－４  関係者（面談者）リスト 
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 相手国関係者リスト 

 

1. マダガスカル国保健家族計画省 

1) Dr. Rahantanirina Marie Perline Vice Ministre, Ministère de la Santé et du Planning Familial 

2) Dr. Ralainina Paul Richard  Secretaire General, Ministère de la Santé et du Planning  

     Familial 

3) Dr. Randriamanalina Bakolalao Chef du Service de la Vaccination 

4) Mr. Alexandre Rakotonandrasana Service de la Vaccination 

 

2. Diana 県 

1) Dr. Be Sebastien   Directeur, DRSPFPS Diana 

2) Dr. Romuald   Médecin Inspecteur SSD Antsiranana 

3) Dr. Manitra   Médecin Inspecteur SSD Antsiranana I 

4) Dr. Romuald   Médecin Inspecteur SSD Antsiranana II 

5) Dr. Georgette   Médecin Inspecteur SSD Ambilobe 

 

3. Atsimo Andrefana 県 

1) Dr. Manambimanana Serge Marie Venance Directeur, DRSPFPS Atsimo Andrefana 

2) Dr. Emihangy   Médecin Inspecteur SSD Sakaraha 

3) Dr. Julienne   Médecin Inspecteur SSD Toliara I 

 

4. Analamanga 県 

1) Dr. Bernard   Directeur, DRSPFPS Analamanga 

2) Dr. Ratovoson Solofo  Médecin Inspecteur SSD Andramasina 

3) Dr. Rabezanaharary Nirinarison Médecin Inspecteur SSD Ambarolampy 

 

5. Vakinankaratra 県 

1) Dr. Razafimanjato   Directeur, DRSPFPS Vakinankaratra 

2) Dr. Vololona Randriamamonjy Médecin Inspecteur SSD Betafo 

3)  Dr. Juliette   Médecin Inspecteur SSD Antsirabe II 

4) Dr. Ranaivoarisoa Chantal  Médecin Inspecteur SSD Faratsiho 

5) Dr. Hariniaina    Médecin Inspecteur SSD Antanifotsy 

 

6. Itasy 県 

1) Dr. Andriambelonoro Roland J Directeur, DRSPFPS Itasy 

2) Dr. Rakotobe Jean Evariste  Médecin Inspecteur SSD Miarinarivo 

3) Dr. Rakotozanany Luc  Médecin Inspecteur SSD Soavinandriana 
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7. Bongolava 県 

1) Dr. Andriamihaingo Yves Narcisse Directeur, DRSPFPS Bongolava 

2) Dr. Jeanne Fleurys   Médecin Inspecteur SSD Tsiroanomandidy 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－５  討議議事録（基本設計調査） 
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資料－６  討議議事録（概要書説明） 
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資料－７  要請機材検討表 



要
請

機
材

検
討

表
資

料
-7

要
請

機
材

名
要

請
機

材
名

(和
訳

)

要 請 数 量

使 用 目 的

必 要 性

技 術 レ ベ ル

運 営 体 制

維 持 管 理 体 制

維 持 経 費

総 合 判 定

計 画 数 量

計 画 番 号

計
画

機
材

名
備 考

R
éf

rig
ér

at
eu

r-
C

on
gé

la
te

ur
 «

to
p 

op
en

in
g»

-r
ot

om
ou

lé
冷

凍
･冷

蔵
庫

20
0

○
○

○
○

○
○

○
20

0
1

電
気

式
冷

凍
冷

蔵
庫

、
切

替
式

県
保

健
局

、
郡

保
健

局
、

郡
病

院
お

よ
び

予
防

接
種

課
で

計
画

す
る

。
冷

凍
機

能
と

冷
蔵

機
能

の
切

り
替

え
が

可
能

。
県

保
健

局
、

郡
保

健
局

と
も

、
必

要
容

量
を

設
定

し
、

既
存

容
量

を
差

し
引

い
て

必
要

容
量

と
し

、
要

請
台

数
を

各
施

設
の

必
要

の
度

合
い

に
応

じ
て

配
分

し
た

。
R

éf
rig

ér
at

eu
r 

M
M

 «
to

p 
op

en
in

g»
冷

蔵
庫

、
中

型
24

○
○

○
○

○
○

○
22

2
電

気
式

冷
凍

冷
蔵

庫
郡

病
院

、
C

S
B

、
C

H
R

R
で

計
画

す
る

。
調

達
か

ら
10

年
を

経
過

し
た

既
存

機
材

を
更

新
す

る
。

R
éf

rig
ér

at
eu

r 
P

M
 «

to
p 

op
en

in
g»

冷
蔵

庫
、

小
型

43
0

○
○

○
○

○
○

○
40

6
3

電
気

/灯
油

式
冷

蔵
庫

-ア
イ

ス
パ

ッ
ク

冷
凍

庫
郡

病
院

、
C

S
B

、
小

児
病

院
で

計
画

す
る

。
調

達
か

ら
10

年
を

経
過

し
た

既
存

機
材

を
更

新
す

る
。

R
éf

rig
ér

at
eu

r 
so

la
ire

 «
to

p 
op

en
in

g»
-r

ot
om

ou
lé

冷
蔵

庫
、

ソ
ー

ラ
ー

29
○

○
○

○
○

○
○

29
4

ソ
ー

ラ
ー

式
冷

蔵
庫

-ア
イ

ス
パ

ッ
ク

冷
凍

庫
電

気
や

灯
油

の
供

給
が

行
わ

れ
て

い
な

い
遠

隔
地

の
C

S
B

に
計

画
す

る
。

G
la

ci
èr

e
コ

ー
ル

ド
ボ

ッ
ク

ス
76

○
×

○
○

○
○

×
既

存
の

台
数

で
十

分
に

運
用

が
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
計

画
外

と
す

る
。

A-21



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－８  機材リスト 
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機材リスト 

本体単価 使 用 目 的 
計

画 

番

号 

機材名 

原 

産 

国 

調 

達 

国 

主な仕様または構成 
機材 

水準 （CIF 価

格） 

台数 
機材水準の妥当性 

1 

電気式冷

凍冷蔵

庫、切替

式 

E

U 

E

U 

１．天井開き型、一体成型型 

２．コンプレッション方式 

３．ワクチン保管容量：１２０-１３０L 

４．冷却材：CFC 不使用 

５．品質基準：WHO/UNICEF 基準 

E3/RF.3 

中級 
1,943.75 
ユーロ 

200 
予防接種用ワクチンの

冷蔵・冷凍およびアイス

パックの冷凍に用いる。 

2 
電気式冷

凍冷蔵庫 

E

U 

E

U 

１．天井開き型、一体成型型 

２．コンプレッション方式 

３．内寸：冷蔵庫 １１０－１２０L、冷

凍庫 ４０－５０L 

４．ワクチン保管容量：７０－８０L 

５．冷却材：CFC 不使用 

６．品質基準：WHO/UNICEF 基準 

E3/RF.3 および RF.2 

中級 
2,195.81 
ユーロ 

22 
予防接種用ワクチンの

冷蔵・冷凍およびアイス

パックの冷凍に用いる。 

3 

電気/灯

油式冷蔵

庫-アイ

スパック

冷凍庫 

E

U 

E

U 

１．天井開き型、一体成型型 

２．アブソープション方式 

３．ワクチン保管容量：２０L 以上 

４．アイスパック保管容量：２L 以上 

５．冷却材：CFC 不使用 

６．品質基準：WHO/UNICEF 基準 

E3/RF.2 および E3/RF.6 

中級 
1,665.00 
ユーロ 

406 
予防接種用ワクチンの

冷蔵・冷凍およびアイス

パックの冷凍に用いる。 

4 

ソーラー

式冷蔵庫

-アイス

パック冷

凍庫 

E

U 

E

U 

１．天井開き型、一体成型型 

２．コンプレッション方式 

３．ワクチン保管容量：２０L 以上 

４．冷却材：CFC 不使用 

５．品質基準：WHO/UNICEF 基準 

E3/RF4 

６．ソーラーモジュール容量：７０Wｘ４

基 

７．バッテリー：１２V 

中級 
3,775.86 
ユーロ 

29 
予防接種用ワクチンの

冷蔵・冷凍およびアイス

パックの冷凍に用いる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－９ 計画機材リスト（DRS） 



県保健局（DRS）計画機材(電気式冷凍冷蔵庫、切替式) 資料資料資料資料----9999

冷凍庫＋
冷蔵庫

うち04無
償

cm3 L 必要容量
(cm3)

不足容量
(cm3)

計画
台数

マダガスカル全国　(郡数111) 63 11 11,155,000 11,155 65
1. ｱﾅﾗﾏﾝｶﾞ県　(郡数8) 2 2 528,000 528 11,655,633 -11,127,633 9
2. ﾎﾞﾝｺﾞﾗﾊﾞ県　(郡数2) 3 0 480,000 480 1,937,919 -1,457,919 1
3. ｲﾀｼ県 (郡数3) 3 0 480,000 480 3,183,469 -2,703,469 2
4. ｳﾞｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗ県　(郡数6) 1 0 108,000 108 6,921,300 -6,813,300 6
5. ｻｳﾞｧ県　(郡数4) 1 0 264,000 264 3,888,714 -3,624,714 3
6. ﾃﾞｨｱﾅ県　(郡数5) 2 2 528,000 528 2,378,877 -1,850,877 2
7. ｻﾄﾞ･ｴｽﾄ県　(郡数5) 3 0 480,000 480 3,318,240 -2,838,240 3
8. ｳﾞｧﾄｳﾞｧｳﾞｨ･ﾌｨﾄｳﾞｨﾅﾆ県　(郡数6) 3 0 480,000 480 5,521,597 -5,041,597 5
9. ﾊｳﾃ･ﾏﾂｨｱﾄﾗ県　(郡数5) 2 2 528,000 528 4,598,587 -4,070,587 4
10. ｱﾓﾛﾆﾏﾆｱ県　(郡数4) 3 0 480,000 480 2,885,809 -2,405,809 2
11. ｲｵﾛﾝﾍﾞ県　(郡数3) 3 0 480,000 480 1,028,759 -548,759 1
12. ﾎﾞｴﾆ県　(郡数6) 2 2 528,000 528 2,428,532 -1,900,532 2
13. ﾍﾞｽﾃｨﾎﾞｶ県　(郡数3) 3 0 480,000 480 1,007,846 -527,846 1
14. ﾒﾗｷ県　(郡数5) 3 0 480,000 480 1,325,375 -845,375 1
15. ｿﾌｨｱ県　(郡数7) 5 0 540,000 540 4,687,983 -4,147,983 4
16. ｱﾂｨﾅﾅﾅ県　(郡数7) 2 2 528,000 528 5,127,756 -4,599,756 4
17. ｱﾗﾄﾗ･ﾏﾝｺﾞﾛ県　(郡数5) 2 0 372,000 372 4,080,484 -3,708,484 3
18. ｱﾅｧﾝｼﾞﾛﾌｫ県　(郡数6) 4 0 588,000 588 4,280,745 -3,692,745 3
19. ｻﾄﾞ･ｳｴｽﾄ県　(郡数9) 4 1 744,000 744 4,785,730 -4,041,730 4
20. ｱﾝﾄﾞﾛｲ県　(郡数3) 3 0 480,000 480 2,279,528 -1,799,528 2
21. ｱﾉｼ県　(郡数3) 6 0 1,099,000 1,099 2,416,179 -1,317,179 1
22. ﾒﾅﾍﾞ県　(郡数5) 3 0 480,000 480 2,358,519 -1,878,519 2

県
既存容量 必要容量(cm3)既存台数
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資料－１０  計画機材リスト（BSD） 



郡保健局（BSD）計画機材(電気式冷凍冷蔵庫、切替式) 資料資料資料資料‐‐‐‐10101010

冷凍庫＋
冷蔵庫

うち04無
償

cm3 L
新生児必要
容量(cm3)

女性必要容
量(cm3)

不足容量
(cm3)

計画台
数

マダガスカルマダガスカルマダガスカルマダガスカル全国全国全国全国　　　　(郡数郡数郡数郡数111) 1,004,504 1,279,363 2,283,867 274 230 42,899,000 42,899 49,873,630 32,223,955 -39,198,585 129
1. ｱﾅﾗﾏﾝｶｱﾅﾗﾏﾝｶｱﾅﾗﾏﾝｶｱﾅﾗﾏﾝｶﾞ゙゙゙県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数8)     142,469     181,616 324,086              14 14 2,485,000 2,485 7,080,717 4,574,916 -9,170,633
Ankazobe 7,102        9,054        16,156      2               2               355,000 355 352,987 228,065 -226,052 1
Renivohitra 60,640      77,303      137,942    2               2               355,000 355 3,013,785 1,947,255 -4,606,041 5
Atsimondrano 19,066      24,305      43,370      2               2               355,000 355 947,575 612,232 -1,204,807 3
Avaradrano 13,586      17,319      30,905      2               2               355,000 355 675,237 436,271 -756,509 2
Ambohidratrimo 13,400      17,081      30,481      2               2               355,000 355 665,961 430,271 -741,232 2
Andramasina 8,838        11,267      20,105      2               2               355,000 355 439,244 283,818 -368,062 1
Anjozorobe 8,235        10,497      18,732      2               2               355,000 355 409,268 264,415 -318,684 1
Manjakandriana 11,603      14,791      26,394      -            -            0 0 576,659 372,588 -949,247 2
2. ﾎﾎﾎﾎﾞ゙゙゙ﾝｺﾝｺﾝｺﾝｺﾞ゙゙゙ﾗﾊﾗﾊﾗﾊﾗﾊﾞ゙゙゙県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数2) 23,688 30,197 53,884 4 4 710,000 710 1,177,270 760,650 -1,227,919
Tsiroanomandidy 16,630      21,198      37,828      2               2               355,000 355 826,498 533,988 -1,005,486 2
Fenoarivobe 7,058        8,998        16,056      2               2               355,000 355 350,772 226,662 -222,433 1
3. ｲﾀｼｲﾀｼｲﾀｼｲﾀｼ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数3) 38,912 49,605 88,517 6 6 1,065,000 1,065 1,933,918 1,249,551 -2,118,469
Miarinarivo 13,379      17,056      30,435      2               2               355,000 355 664,923 429,640 -739,562 2
Soavinandriana 9,792        12,482      22,274      2               2               355,000 355 486,664 314,414 -446,078 1
Arivonimamo 15,741      20,067      35,808      2               2               355,000 355 782,331 505,498 -932,829 2
4. ｳｳｳｳﾞ゙゙゙ｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数6) 84,600 107,847 192,448 12 12 2,057,000 2,057 4,204,623 2,716,677 -4,864,300
Antsirabe II 18,953      24,161      43,114      2               2               355,000 355 941,968 608,618 -1,195,586 3
Ambatolampy 12,264      15,635      27,900      2               2               355,000 355 609,541 393,851 -648,392 2
Betafo 18,723      23,869      42,592      2               2               355,000 355 930,546 601,250 -1,176,795 3
Antanifotsy 16,035      20,442      36,477      2               2               355,000 355 796,938 514,936 -956,874 2
Faratsiho 9,491        12,099      21,590      2               2               282,000 282 471,711 304,765 -494,476 1
Antsirabe I 9,133        11,642      20,775      2               2               355,000 355 453,920 293,257 -392,176 1
5. ｻｳｻｳｻｳｻｳﾞ゙゙゙ｧｧｧｧ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数4) 47,532 60,594 108,126 10 8 1,602,000 1,602 2,362,362 1,526,352 -2,286,714
Antalaha 10,943      13,950      24,892      4               2               537,000 537 543,845 351,396 -358,241 1
Vohemar 9,867        12,578      22,445      2               2               355,000 355 490,402 316,835 -452,237 1
Sambava 16,141      20,576      36,717      2               2               355,000 355 802,199 518,304 -965,504 2
Andapa 10,582      13,490      24,072      2               2               355,000 355 525,915 339,817 -510,732 2
6. ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｨｱﾅｨｱﾅｨｱﾅｨｱﾅ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 29,077 37,069 66,146 13 9 2,303,000 2,303 1,445,108 933,769 -75,877
Ambilobe 8,824        11,249      20,073      2               2               355,000 355 438,551 283,362 -366,913 1
Nosy-be 3,236        4,126        7,361        4               1               619,000 619 160,814 103,928 354,259
Ambanja 8,154        10,395      18,549      3               2               619,000 619 405,253 261,854 -48,107 1
Antsiranana II 4,573        5,829        10,402      2               2               355,000 355 227,271 146,839 -19,110 1
Antsiranana I 4,290        5,470        9,760        2               2               355,000 355 213,218 137,786 3,995
7. ｻﾄｻﾄｻﾄｻﾄﾞ･ﾞ･ﾞ･ﾞ･ｴｽﾄｴｽﾄｴｽﾄｴｽﾄ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 40,560 51,704 92,264 10 10 1,775,000 1,775 2,015,813 1,302,427 -1,543,240
Farafangana 14,809      18,878      33,687      2               2               355,000 355 736,019 475,533 -856,552 2
Vondrozo 6,492        8,277        14,769      2               2               355,000 355 322,666 208,487 -176,152 1
Befotaka 1,940        2,474        4,414        2               2               355,000 355 96,433 62,314 196,253
Vangaindrano 15,301      19,505      34,806      2               2               355,000 355 760,456 491,322 -896,778 2
Midongy Atsimo 2,017        2,571        4,588        2               2               355,000 355 100,240 64,770 189,989
8. ｳｳｳｳ ｧｧｧｧﾄﾄﾄﾄｳｳｳｳ ｧｧｧｧｳｳｳｳ ｨｨｨｨ････ﾌﾌﾌﾌｨｨｨｨﾄﾄﾄﾄｳｳｳｳ ｨｨｨｨﾅﾅﾅﾅﾆﾆﾆﾆ県県県県所所所所属属属属 郡郡郡郡保保保保健健健健局局局局(郡郡郡郡数数数数
6) 67,491 86,038 153,529 12 12 2,130,000 2,130 3,354,312 2,167,285 -3,391,597
Manakara 17,432      22,222      39,654      2               2               355,000 355 866,372 559,777 -1,071,150 3
Vohipeno 7,671        9,778        17,449      2               2               355,000 355 381,232 246,310 -272,542 1
Mananjary 18,429      23,494      41,923      2               2               355,000 355 915,939 591,811 -1,152,750 3
Nosy Varika 11,445      14,591      26,036      2               2               355,000 355 568,836 367,536 -581,372 2
Ikongo 4,907        6,257        11,164      2               2               355,000 355 243,886 157,611 -46,496 1
Ifanadiana 7,607        9,696        17,303      2               2               355,000 355 378,047 244,240 -267,287 1
9. ﾊｳﾃﾊｳﾃﾊｳﾃﾊｳﾃ････ﾏﾂｨｱﾄﾗﾏﾂｨｱﾄﾗﾏﾂｨｱﾄﾗﾏﾂｨｱﾄﾗ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 56,210 71,653 127,863 11 10 1,793,000 1,793 2,793,644 1,804,943 -2,805,587
Fianarantsoa I 8,323        10,610      18,932      3               2               373,000 373 413,630 267,257 -307,887 1
Fianarantsoa II 23,633      30,127      53,760      2               2               355,000 355 1,174,570 758,896 -1,578,465 4
Ambalavao 10,419      13,281      23,700      2               2               355,000 355 517,816 334,554 -497,370 1
Ambohimahasoa 10,756      13,710      24,466      2               2               355,000 355 534,569 345,361 -524,930 2
Ikalamavony 3,080        3,925        7,005        2               2               355,000 355 153,060 98,875 103,065
10. ｱﾓﾛﾆﾏﾆｱｱﾓﾛﾆﾏﾆｱｱﾓﾛﾆﾏﾆｱｱﾓﾛﾆﾏﾆｱ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数4) 35,274 44,967 80,240 9 8 1,438,000 1,438 1,753,097 1,132,712 -1,447,809
Ambositra 12,608      16,073      28,681      3               2               373,000 373 626,640 404,868 -658,509 2
Manandriana 5,446        6,944        12,390      2               2               355,000 355 270,676 174,908 -90,585 1
Amatofinandrahana 6,776        8,639        15,415      2               2               355,000 355 336,788 217,609 -199,397 1
Fandriana 10,443      13,312      23,754      2               2               355,000 355 518,993 335,326 -499,319 1
11. ｲｵﾛﾝﾍｲｵﾛﾝﾍｲｵﾛﾝﾍｲｵﾛﾝﾍﾞ゙゙゙県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数3) 12,575 16,029 28,604 6 6 1,065,000 1,065 624,979 403,781 36,241
Ivohibe 2,457        3,131        5,588        2               2               355,000 355 122,116 78,875 154,009
Ihosy 8,201        10,455      18,656      2               2               355,000 355 407,607 263,363 -315,970 1
Iakora 1,917        2,443        4,360        2               2               355,000 355 95,256 61,542 198,202
12. ﾎﾎﾎﾎﾞ゙゙゙ｴﾆｴﾆｴﾆｴﾆ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数6) 29,685 37,839 67,525 19 14 2,448,000 2,448 1,475,360 953,172 19,468
Mahajanga II 2,666        3,397        6,063        3               2               463,000 463 132,500 85,577 244,923
Mahajanga I 7,729        9,853        17,582      3               2               463,000 463 384,139 248,205 -169,344 1
Mitsinjo 3,043        3,879        6,923        3               2               373,000 373 151,260 97,717 124,022
Soalala 1,564        1,993        3,557        3               3               379,000 379 77,742 50,209 251,049
Marovoay 7,107        9,059        16,166      4               3               397,000 397 353,195 228,205 -184,400 1

県

既存容量 必要容量(cm3)既存台数対象人口
(新生児
2019年予

想)

対象人口
(女性
2019年予

想)

対象人口
(合計
2019年予

想)

A-24



郡保健局（BSD）計画機材(電気式冷凍冷蔵庫、切替式) 資料資料資料資料‐‐‐‐10101010

冷凍庫＋
冷蔵庫

うち04無
償

cm3 L
新生児必要
容量(cm3)

女性必要容
量(cm3)

不足容量
(cm3)

計画台
数

県

既存容量 必要容量(cm3)既存台数対象人口
(新生児
2019年予

想)

対象人口
(女性
2019年予

想)

対象人口
(合計
2019年予

想)

Ambato – Boeni 7,576        9,657        17,233      3               2               373,000 373 376,524 243,258 -246,782 1
13. ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｽﾃｨﾎｽﾃｨﾎｽﾃｨﾎｽﾃｨﾎﾞ゙゙゙ｶｶｶｶ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数3) 12,319 15,705 28,024 7 6 1,083,000 1,083 612,241 395,605 75,154
Maevatanana 6,074        7,744        13,819      2               2               355,000 355 301,898 195,083 -141,981 1
Tsaratanana 5,566        7,095        12,661      2               2               355,000 355 276,630 178,733 -100,363 1
Kandreho 678           865           1,543        3               2               373,000 373 33,713 21,789 317,498
14. ﾒﾗｷﾒﾗｷﾒﾗｷﾒﾗｷ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 16,201 20,651 36,852 17 14 1,998,000 1,998 805,176 520,199 672,625
Maintirano 4,966        6,331        11,296      2               2               355,000 355 246,793 159,470 -51,263 1
Antsalova 3,929        5,009        8,938        3               2               373,000 373 195,289 126,173 51,539
Morafenobe 1,699        2,165        3,864        4               4               403,000 403 84,457 54,525 264,018
Besalampy 3,973        5,065        9,037        4               2               464,000 464 197,435 127,576 138,989
Ambatomainty 1,634        2,082        3,716        4               4               403,000 403 81,203 52,455 269,342
15. ｿﾌｨｱｿﾌｨｱｿﾌｨｱｿﾌｨｱ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数7) 57,302 73,047 130,350 23 14 2,787,000 2,787 2,847,918 1,840,065 -1,900,983
Antsohihy 6,261        7,981        14,242      3               2               373,000 373 311,174 201,048 -139,222 1
Bealanana 5,746        7,324        13,070      3               2               373,000 373 285,560 184,487 -97,047 1
Mandritsara 12,785      16,298      29,084      4               2               464,000 464 635,432 410,552 -581,984 2
Mampikony 5,063        6,455        11,518      3               2               187,000 187 251,639 162,593 -227,232 1
Port Berge 10,156      12,947      23,103      3               2               373,000 373 504,732 326,133 -457,865 1
Analava 7,639        9,738        17,376      3               2               379,000 379 379,639 245,293 -245,932 1
Befandriana Nord 9,653        12,305      21,958      4               2               638,000 638 479,741 309,958 -151,699 1
16. ｱﾂｨﾅﾅﾅｱﾂｨﾅﾅﾅｱﾂｨﾅﾅﾅｱﾂｨﾅﾅﾅ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数7) 62,677 79,900 142,578 14 14 2,485,000 2,485 3,115,064 2,012,692 -2,642,756
Toamashina II 12,252      15,618      27,870      2               2               355,000 355 608,918 393,430 -647,348 2
Toamashina I 11,087      14,134      25,221      2               2               355,000 355 551,045 356,027 -552,072 2
Brickaville 9,461        12,061      21,522      2               2               355,000 355 470,188 303,818 -419,006 1
Vatomandry 7,098        9,050        16,148      2               2               355,000 355 352,779 227,960 -225,739 1
Mahanoro 11,869      15,130      26,998      2               2               355,000 355 589,881 381,114 -615,995 2
Tanambao Manampotsy 2,673        3,407        6,080        2               2               355,000 355 132,846 85,823 136,331
Marolambo 8,238        10,501      18,739      2               2               355,000 355 409,407 264,520 -318,927 1
17. ｱﾗﾄﾗｱﾗﾄﾗｱﾗﾄﾗｱﾗﾄﾗ････ﾏﾝｺﾏﾝｺﾏﾝｺﾏﾝｺﾞ゙゙゙ﾛﾛﾛﾛ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 49,877 63,581 113,458 13 11 2,148,000 2,148 2,478,870 1,601,614 -1,932,484
Ambatondrazaka 15,379      19,605      34,984      2               2               355,000 355 764,332 493,849 -903,181 2
Moramanga 10,401      13,258      23,658      2               2               355,000 355 516,916 333,958 -495,873 1
Amparafaravola 11,185      14,258      25,443      2               2               355,000 355 555,891 359,150 -560,041 2
Andilamena 5,984        7,629        13,613      5               3               728,000 728 297,398 192,171 238,431
Anosibe An’ala 6,928        8,832        15,761      2               2               355,000 355 344,334 222,486 -211,820 1
18. ｱﾅｧﾝｼｱﾅｧﾝｼｱﾅｧﾝｼｱﾅｧﾝｼﾞ゙゙゙ﾛﾌｫﾛﾌｫﾛﾌｫﾛﾌｫ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数6) 52,324 66,703 119,027 14 12 2,239,000 2,239 2,600,502 1,680,244 -2,041,745
Vavatenina 8,562        10,915      19,477      2               2               355,000 355 425,537 274,941 -345,478 1
Sainte Marie 958           1,222        2,180        2               2               355,000 355 47,628 30,771 276,601
Soanierana Ivongo 6,098        7,774        13,872      2               2               355,000 355 303,075 195,820 -143,895 1
Mananara Avaratra 8,814        11,236      20,051      2               2               355,000 355 438,067 283,046 -366,113 1
Maroantsetra 11,303      14,409      25,713      2               2               355,000 355 561,775 362,974 -569,749 2
Fenerive Est 16,588      21,147      37,735      4               2               464,000 464 824,421 532,690 -893,111 2
19. ｻﾄｻﾄｻﾄｻﾄﾞ･ﾞ･ﾞ･ﾞ･ｳｴｽﾄｳｴｽﾄｳｴｽﾄｳｴｽﾄ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数9) 58,496 74,573 133,069 35 21 5,244,000 5,244 2,907,245 1,878,485 458,270
Morombe 5,569        7,098        12,667      3               2               446,000 446 276,768 178,803 -9,571 1
Ankazoabo Atsimo 2,759        3,518        6,278        5               2               728,000 728 137,138 88,630 502,232
Beroroha 2,715        3,461        6,176        3               2               446,000 446 134,923 87,191 223,886
Betioky Sud 9,506        12,120      21,626      4               3               554,000 554 472,472 305,291 -223,764 1
Benenitra 1,563        1,993        3,556        4               3               643,000 643 77,672 50,209 515,118
Ampanihy Ouest 12,178      15,525      27,703      5               3               734,000 734 605,249 391,079 -262,328 1
Sakaraha 3,936        5,019        8,955        3               2               446,000 446 195,635 126,418 123,947
Toliara II 11,984      15,277      27,262      4               2               537,000 537 595,627 384,834 -443,460 1
Toliara I 8,285        10,561      18,846      4               2               710,000 710 411,761 266,029 32,210
20. ｱﾝﾄｱﾝﾄｱﾝﾄｱﾝﾄﾞ゙゙゙ﾛｲﾛｲﾛｲﾛｲ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数3) 27,863 35,519 63,382 9 9 1,204,000 1,204 1,384,811 894,717 -1,075,528
Ambovombe Androy 10,573      13,479      24,052      2               2               355,000 355 525,500 339,536 -510,036 2
Beloha Androy 3,674        4,683        8,357        3               3               139,000 139 182,620 117,962 -161,582 1
Tsihombe 5,409        6,895        12,303      2               2               355,000 355 268,807 173,680 -87,488 1
Bekily 8,207        10,462      18,669      2               2               355,000 355 407,884 263,538 -316,422 1
21. ｱﾉｼｱﾉｼｱﾉｼｱﾉｼ県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数3) 29,533 37,648 67,182 6 6 1,065,000 1,065 1,467,814 948,365 -1,351,179
Amboasary Atsimo 9,349        11,919      21,268      2               2               355,000 355 464,650 300,239 -409,889 1
Tolagnaro 12,496      15,929      28,425      2               2               355,000 355 621,033 401,254 -667,287 2
Betroka 7,689        9,800        17,489      2               2               355,000 355 382,132 246,872 -274,003 1
22. ﾒﾅﾍﾒﾅﾍﾒﾅﾍﾒﾅﾍﾞ゙゙゙県所属県所属県所属県所属　　　　郡保健局郡保健局郡保健局郡保健局(郡数郡数郡数郡数5) 28,829 36,750 65,579 10 10 1,775,000 1,775 1,432,785 925,734 -583,519
Mondrondava 6,494        8,278        14,772      2               2               355,000 355 322,735 208,522 -176,257 1
Manja 3,513        4,478        7,991        2               2               355,000 355 174,590 112,805 67,606
Miandrivazo 5,845        7,451        13,295      2               2               355,000 355 290,475 187,680 -123,155 1
Mahabo 6,775        8,637        15,412      2               2               355,000 355 336,719 217,574 -199,293 1
Belo / Tsiribihina 6,203        7,906        14,109      2               2               355,000 355 308,267 199,153 -152,420 1

A-25



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１１  計画機材リスト（CSB他） 



基
礎

保
健

セ
ン

タ
ー

（C
S
B

）、
郡

病
院

（C
H

D
）、

県
レ

フ
ァ

ラ
ル

病
院

（C
H

R
R

）、
小

児
病

院
計

画
機

材
資

料
-1

1

電
気

/切 替
式

電
気 式

電
/

灯
ソ

ー
ラ

ー
合

計
切

替 式
電

気 式
電

/
灯

ソ
ー

ラ
ー

合
計

新
規

更
新

新
規

更
新

新
規

更
新

新
規

更
新

新
規

更
新

計
画

数
量

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

全
国

　
(郡

数
11

1)
1

24
43

0
29

48
4

2
24

26
1

17
5

12
0

28
6

14
15

15
2

30
6

45
8

1.
 ｱ

ﾅ
ﾗﾏ

ﾝｶ
ﾞ県

　
(郡

数
8)

2
38

40
2

7
31

7
33

40
2.

 ﾎ
ﾞﾝ

ｺﾞ
ﾗﾊ

ﾞ県
　

(郡
数

2)
6

6
2

4
2

4
6

3.
 ｲ

ﾀｼ
県

 (郡
数

3)
15

15
2

2
1

12
1

12
13

4.
 ｳ

ﾞｧ
ｷ

ﾅ
ﾝｶ

ﾗﾄ
ﾗ県

　
(郡

数
6)

3
12

15
3

12
3

12
15

5.
 ｻ

ｳ
ﾞｧ

県
　

(郡
数

4)
21

21
2

2
10

9
10

9
19

6.
 ﾃ

ﾞｨ
ｱ

ﾅ
県

　
(郡

数
5)

17
17

9
8

9
8

17
7.

 ｻ
ﾄﾞ

･ｴ
ｽ

ﾄ県
　

(郡
数

5)
22

22
1

1
4

17
4

17
21

8.
 ｳ

ﾞｧ
ﾄｳ

ﾞｧ
ｳ

ﾞｨ
･ﾌ

ｨﾄ
ｳ

ﾞｨ
ﾅ

ﾆ
県

　
(郡

数
6)

1
1

23
25

1
1

1
22

3
22

25
9.

 ﾊ
ｳ

ﾃ
･ﾏ

ﾂ
ｨｱ

ﾄﾗ
県

　
(郡

数
5)

3
21

24
1

1
2

1
4

16
6

17
23

10
. ｱ

ﾓ
ﾛﾆ

ﾏ
ﾆ
ｱ

県
　

(郡
数

4)
2

10
12

2
7

3
9

3
12

11
. ｲ

ｵ
ﾛﾝ

ﾍ
ﾞ県

　
(郡

数
3)

11
11

1
1

5
5

5
5

10
12

. ﾎ
ﾞｴ

ﾆ
県

　
(郡

数
6)

29
29

6
6

7
16

7
16

23
13

. ﾍ
ﾞｽ

ﾃ
ｨﾎ

ﾞｶ
県

　
(郡

数
3)

1
12

13
1

9
3

10
3

13
14

. ﾒ
ﾗｷ

県
　

(郡
数

5)
1

19
20

2
2

1
5

12
6

12
18

15
. ｿ

ﾌｨ
ｱ

県
　

(郡
数

7)
4

17
21

1
1

3
1

1
15

4
16

20
16

. ｱ
ﾂ
ｨﾅ

ﾅ
ﾅ

県
　

(郡
数

7)
1

22
23

1
2

20
3

20
23

17
. ｱ

ﾗﾄ
ﾗ･

ﾏ
ﾝｺ

ﾞﾛ
県

　
(郡

数
5)

2
14

16
1

1
1

5
9

6
9

15
18

. ｱ
ﾅ

ｧﾝ
ｼ
ﾞﾛ

ﾌｫ
県

　
(郡

数
6)

2
26

28
2

2
2

4
20

6
20

26
19

. ｻ
ﾄﾞ

･ｳ
ｴ
ｽ

ﾄ県
　

(郡
数

9)
34

4
38

17
17

2
2

19
19

38
20

. ｱ
ﾝﾄ

ﾞﾛ
ｲ県

　
(郡

数
3)

25
5

30
1

1
15

9
4

1
19

10
29

21
. ｱ

ﾉｼ
県

　
(郡

数
3)

1
16

17
1

1
1

15
1

15
16

22
. ﾒ

ﾅ
ﾍ

ﾞ県
　

(郡
数

5)
1

20
20

41
5

5
1

4
11

8
12

12
24

36

電
気

式
冷

凍
冷

蔵
庫

電
気

/灯
油

式
冷

蔵
庫

-
ア

イ
ス

パ
ッ

ク
冷

凍
庫

ソ
ー

ラ
ー

式
冷

蔵
庫

-ア
イ

ス
パ

ッ
ク

冷
凍

庫

計
画

機
材

①
-②

合
計

①
要

請
機

材
②

調
達

8年
未

満
の

機
材

電
気

式
冷

凍
冷

蔵
庫

、
切

替
式

A-26



 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１２ 計画機材配置表  



計画機材の配布先内訳 資料‐12

新規･追加 更新 新規･追加 更新 新規･追加 更新 新規･追加 更新
マダガスカル全国 458 200 17 5 120 286 29
ｱﾅﾗﾏﾝｶﾞ県DRS 40 9

Ankazobe 9 1 1 8
Renivohitra 4 5 1 3
Atsimondrano 2 3 1 1
Avaradrano 12 2 1 2 11
Ambohidratrimo 2
Andramasina 5 1 3
Anjozorobe 4 1 4
Manjakandriana 4 2 3 1

ﾎﾞﾝｺﾞﾗﾊﾞ県DRS 6 1
Tsiroanomandidy 3 2 3
Fenoarivobe 3 1 2 1

ｲﾀｼ県DRS 13 2
Miarinarivo 5 2 5
Soavinandriana 7 1 1 6
Arivonimamo 1 2 1

ｳﾞｧｷﾅﾝｶﾗﾄﾗ県DRS 15 6
Antsirabe II 3 3 3
Ambatolampy 1 2 1
Betafo 3 3 1 2
Antanifotsy 3 2 1 2
Faratsiho 5 1 5
Antsirabe I 1

ｻｳﾞｧ県DRS 19 3
Antalaha 4 1 4
Vohemar 11 1 6 5
Sambava 4 2 4
Andapa 2

ﾃﾞｨｱﾅ県DRS 17 2
Ambilobe 9 1 5 4
Nosy-be 1 1
Ambanja 5 1 3 2
Antsiranana II 2 1 1 1
Antsiranana I

ｻﾄﾞ･ｴｽﾄ県DRS 21 3
Farafangana 4 2 1 3
Vondrozo 3 1 3
Befotaka 4 1 3
Vangaindrano 6 2 6
Midongy Atsimo 4 2 2

ｳﾞｧﾄｳﾞｧｳﾞｨ･ﾌｨﾄｳﾞｨﾅﾆ県DRS 25 5
Manakara 5 4 4
Vohipeno 3 1 1 1 1
Mananjary 5 3 5
Nosy Varika 4 2 4
Ikongo 6 1 6
Ifanadiana 2 1 2

ﾊｳﾃ･ﾏﾂｨｱﾄﾗ県DRS 23 4
Fianarantsoa I 2 1 1 1
Fianarantsoa II 4 4 4
Ambalavao 3 1 1 2
Ambohimahasoa 7 2 1 1 5
Ikalamavony 7 1 6

ｱﾓﾛﾆﾏﾆｱ県DRS 12 2
Ambositra 3 2 1 2
Manandriana 2 1 1 1
Amatofinandrahana 6 1 1 5
Fandriana 1 1 1

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

B
S
D

B
S
D

BS
D

BS
D

電気/灯油式冷蔵庫-ア
イスパック冷凍庫

ソーラー式冷蔵庫-アイ
スパック冷凍庫

対象
CSB、
CHD数

電気式冷凍冷蔵庫、切
替式 電気式冷凍冷蔵庫

計画台数

A-27



計画機材の配布先内訳 資料‐12

電気/灯油式冷蔵庫-ア
イスパック冷凍庫

ソーラー式冷蔵庫-アイ
スパック冷凍庫

対象
CSB、
CHD数

電気式冷凍冷蔵庫、切
替式 電気式冷凍冷蔵庫

計画台数

ｲｵﾛﾝﾍﾞ県DRS 10 1
Ivohibe
Ihosy 6 1 4 2
Iakora 4 1 3

ﾎﾞｴﾆ県DRS 23 2
Mahajanga II 3 3
Mahajanga I 2 1 2
Mitsinjo 3 3
Soalala 2 2
Marovoay 4 1 1 3
Ambato – Boeni 9 1 9

ﾍﾞｽﾃｨﾎﾞｶ県DRS 13 1
Maevatanana 2 1 1 1
Tsaratanana 9 1 8 1
Kandreho 2 1 1

ﾒﾗｷ県DRS 18 1
Maintirano 8 1 1 3 4
Antsalova 6 1 5
Morafenobe 1 1
Besalampy 1 1
Ambatomainty 2 1 1

ｿﾌｨｱ県DRS 20 4
Antsohihy 4 1 4
Bealanana 4 1 1 3
Mandritsara 2 2 1 1
Mampikony 1 1 1
Port Berge 5 1 5
Analava 2 1 1 1
Befandriana Nord 2 1 1 1

ｱﾂｨﾅﾅﾅ県DRS 23 4
Toamashina II 2 2 1 1
Toamashina I 2
Brickaville 3 1 3
Vatomandry 4 1 1 3
Mahanoro 7 2 1 6
Tanambao Manampotsy 2 2
Marolambo 5 1 5

ｱﾗﾄﾗ･ﾏﾝｺﾞﾛ県DRS 15 3
Ambatondrazaka 5 2 5
Moramanga 2 1 1 1
Amparafaravola 4 2 1 3
Andilamena 3 3
Anosibe An’ala 1 1 1

ｱﾅｧﾝｼﾞﾛﾌｫ県DRS 26 3
Vavatenina 3 1 3
Sainte Marie 3 1 2
Soanierana Ivongo 5 1 5
Mananara Avaratra 4 1 1 3
Maroantsetra 9 2 3 6
Fenerive Est 2 2 1 1

ｻﾄﾞ･ｳｴｽﾄ県DRS 38 4
Morombe 1
Ankazoabo Atsimo 2 2
Beroroha 5 3 2
Betioky Sud 12 1 8 2 2
Benenitra 7 2 3 2
Ampanihy Ouest 1 1 1
Sakaraha 11 1 10
Toliara II 1
Toliara I

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D

BS
D
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計画機材の配布先内訳 資料‐12

電気/灯油式冷蔵庫-ア
イスパック冷凍庫

ソーラー式冷蔵庫-アイ
スパック冷凍庫

対象
CSB、
CHD数

電気式冷凍冷蔵庫、切
替式 電気式冷凍冷蔵庫

計画台数

ｱﾝﾄﾞﾛｲ県DRS 29 2
Ambovombe Androy 4 2 4
Beloha Androy 7 1 5 2
Tsihombe 9 1 2 3 4
Bekily 9 1 4 4 1

ｱﾉｼ県DRS 16 1
Amboasary Atsimo 5 1 1 4
Tolagnaro 2
Betroka 11 1 11

ﾒﾅﾍﾞ県DRS 36 2
Mondrondava 7 1 1 3 3
Manja 7 1 3 3
Miandrivazo 5 1 1 4
Mahabo 8 1 1 4 3
Belo / Tsiribihina 9 1 1 1 7

予防接種課 5

BS
D

BS
D

BS
D
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事業事前計画事業事前計画事業事前計画事業事前計画表表表表（（（（基本設計時基本設計時基本設計時基本設計時））））    

1. 案件名 

マダガスカル国 予防接種強化計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

｢マ｣国の保健医療分野においては、独立以降、感染症のサーベイランス、地域レベルの保

健医療サービス供給等に係る体制整備が不十分であることに起因して、乳幼児死亡率、5歳未

満児死亡率等、各種の保健指標が全般的に劣悪なレベルで推移している。 

かかる状況下、｢マ｣国政府は｢マダガスカル国家活動計画（2007-2012）：MAP｣、｢国家保健

政策（2005 年 6 月 20 日版）：PNS｣、｢保健セクター開発計画（2007-2011）：PDSS｣、等を策定

し、保健医療分野における開発計画を推進している。 

MAP では｢保健・家族計画・HIV/エイズ対策｣の目標の中で、乳幼児死亡率を半減することを

目標に掲げ、そのための重要な活動として｢予防接種強化計画｣の促進を位置づけている。PDSS

においては優先領域 4 分野を設定し、その中の｢疾病対策（感染症・非感染症）｣で予防医療

活動の強化を掲げており、2011 年までに感染症対策の一環としてコールドチェーンの普及率

を 95%に上げ、ワクチン管理を適正化し、すべての予防接種を受けた子供の割合を 80%以上に

増加させることを目標としている。 

本案件は、コールドチェーン機材等、予防接種強化計画の推進に必要な機材を調達するこ

とにより、「マ」国の予防接種強化計画を支援し、予防接種率の向上に寄与することを目的と

して、｢マ｣国全 22 県の県保健局、111 郡の郡保健局、および 475 箇所の基礎保健センター等、

に対して冷蔵庫・冷凍庫等のコールドチェーン機材およびワクチン運搬用車輌の機材調達に

かかる無償資金協力につき、要請されてきたものである。 

3. プロジェクト全体計画概要  

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

1) 目標：ワクチン予防接種活動が強化される。 

2) 裨益対象の範囲：約 230 万人（1 歳未満児 100 万人+リプロダクティブ期女性 130 万人）

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

1) 不足するワクチン保管容量が増加する。 

2) 未整備の基礎保健センターにコールドチェーン機材が整備される。 

3) 老朽化したコールドチェーン機材が更新される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

1) コールドチェーン機材を調達する。 

2) 適切なワクチン管理、ワクチン接種活動を実施する。 

 

(4) 投入（インプット）  

1) 日本側：無償資金協力 2.30 億円 

2) 相手国側 

① ワクチンの予防接種活動に必要な人員配置 

② コールドチェーン機材の運営・維持管理に係る経費：約 3.1 億 MGA/年 

③ ワクチン管理および機材管理指導 

 

(5) 実施体制 

主管官庁：保健家族計画省 

実施機関：保健家族計画省予防接種課 
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4. 無償資金協力案件の内容 ＊期分け案件の場合は、通期の内容を記載する。 

(1) サイト 

県保健局：22 ヶ所、郡保健局：87 ヶ所、郡病院：42 ヶ所、基礎保健センター：414ヶ所、

県レファラル病院：1 ヶ所、小児病院：1 ヶ所、予防接種課：1ヶ所 

 

(2) 概要 

上記対象病院に対するコールドチェーン機材（電気式冷凍冷蔵庫、切替式：200 台、電気

式冷凍冷蔵庫：22台、電気/灯油式冷蔵庫-アイスパック冷凍庫：406台、ソーラー式冷蔵

庫-アイスパック冷凍庫：29台）の調達と荷揚港までの海上輸送 

 

(3) 相手国側負担事項 

荷揚港から各サイトまでの内陸輸送、各サイトでの機材設置とトレーニング、銀行取極め

にかかる手数料 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 2.39 億円（無償資金協力 2.30 億円、マダガスカル国側負担 0.09億円） 

 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 9.5 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

UNICEF 等によるワクチン（ポリオ、BCG、麻疹、三種混合、B 型肝炎、Hib：ヘモフィルス

-インフルエンザ B 型菌、破傷風）の調達計画に変更がない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指標 2007 年（現状） 2010 年（実施後） 

コールドチェーン機材の整備率 78％ 92％ 

ＢＣＧ 72％ 増加する。 

麻疹 59％ 増加する。 

ポリオ 63％ 増加する。 

Ｂ型肝炎 61％ 増加する。 

ワクチン 

接種率 

Ｈｉｂ 0％ 増加する。 

 

(2) その他の成果指標 

なし。 

 

(3) 評価のタイミング 

2010 年以降（機材調達 1 年経過後） 
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参考資料参考資料参考資料参考資料／／／／入手入手入手入手資料資料資料資料リストリストリストリスト    

    

調査名： マダガスカル国 予防接種拡大･強化計画 基本設計調査 

No. 名称 
形態 

図書・ビデオ
地図・写真等

オリジナル・コ
ピー  発行機関 発行年 

1 PLAN STRATEGIQUE POUR LA 
SURVIE DE L’ANFANT 
2006-2010 

図書 オリジナル ｢マ｣国保健家族計
画省 

2005年 12月

2 Politique Nationale de Santé 図書 オリジナル ｢マ｣国保健家族計
画省 

2005 年 6 月

3 ANNUAIRE DES 
STATISTIQUES DU SECTEUR 
SANTE 

図書 オリジナル ユニセフ 2004 年 

4 The New Madagascar Country 
Programme 

図書 オリジナル ユニセフ 2007 年 

5 Plan de Développement du Secteur 
Santé et de la Protection Sociale 

図書 コピー ｢マ｣国保健家族計
画省 

2007 年 

6 PLAN PLURIANNUEL 
COMPLET PROGRAMME 
ELARGI DE VACCINATION 

図書 コピー ｢マ｣国保健家族計
画省 

2007 年 5 月

7 PLAN D’ACTION 
MADAGASCAR 2007-2012 

図書 コピー ｢マ｣国保健家族計
画省 

2007 年 
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